
 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 前期 ・ 必修 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

電 気 電 子 工 学 実 験 Ⅳ 
（Experiments in Electrical and 
 Electronic Engineering  IV） 

担当教員 井手 輝二（Ide , Teruji），垣内田 翔子（Kaichida, Shoko）， 
奥 高洋（Oku , Takahiro） 

教員室 井 手： 電気電子工学科棟３階（TEL：42-9018） 
垣内田： 電気電子工学科棟１階（TEL：42-9083） 
奥 ： 電気電子工学科棟２階（TEL：42-9079） 

E-Mail 井 手 ： 
奥  ： 

t-ide 
oku 

垣内田：  
 

kaichida 
 

※後ろに@kagoshima-ct.ac.jpを付けて下さい． 

教育形態／単位の種別／単位数 実験 ／ 履修単位 ／ ２単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（180分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 アナログ回路の基本である増幅回路の設計・製作法を修得する．実際に回路を製作し，測定することによって，

設計法と回路特性との関係を説明できるようになることを目標とする．また様々な機能回路の動作原理とその特性についての理解

を深め，その応用能力を修得することを目標とする．さらに，レポート作成を通して実験において得られたデータを解析し，工学

的に考察し，かつ説明できることを目標とする． 
〔本科目の位置付け〕 1～3年次の電気・電子関連科目の幅広い基礎知識を必要とする 必修科目 である．また，第二級無線技術

士一次試験 及び 低圧 及び 高圧電気工事士学科試験の免除 を希望する者，第二種電気主任技術者の資格取得（所定科目の単位

を取得し，卒業後5年以上の実務経験が必要）を希望する者は，必ず単位を取得しなければならない． 
〔学習上の留意点〕 実験の目的，原理，方法及び使用機器について，十分な予習が必要．実験には，向学的探究心を持って安全

且つ能率よく自主的に取り組むこと．実験報告書（レポート）は，十分な検討/考察を行い，期限内に提出 すること．また，必ず 
実習服を着用 し，実験ノート，工具（ハンダゴテ，ペンチ類），グラフ用紙を持参 すること． 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
１．概要説明 
 
２．実験 
・トランジスタ増幅回路の基本 
1) トランジスタ増幅回路の 
設計 

 
 
 
2) トランジスタ増幅回路の 
組立，測定 

 
 
 
 
3) 増幅回路の周波数特性 
 
 
 
 
 
・トランジスタ増幅回路の基本 
4) トランジスタh-パラ 
メータの測定 

 
 
 
 
 

 
4 
 
 
 
4 
 
 
 
 
4 
 
 
 
 
 
4 
 
 
 
 
 
 
4 
 
 
 
 
 
 

 
□ 実験の取り組み方や注意事項およびレポート作成

の仕方等を実践できる． 
 
 
□ トランジスタの電流帰還バイアス増幅回路の回路

構成, 特徴等を説明できる． 
□ h-パラメータを用いて，（交流）等価回路を描ける． 
□ トランジスタの I-V 特性グラフに負荷線および動

作点を描いて素子値を決定し，設計できる． 
□ 増幅回路は周波数特性を有し，低域および高域で

は電圧増幅度が低下する現象を測定し，低域および

高域遮断周波数や帯域幅を算出できる． 
□ 電流帰還バイアス増幅回路における負帰還による

安定動作の仕組みと，バイパスコンデンサの役割を

説明できる． 
□ 増幅度に対して，低域でのカップリングコンデン

サの影響 および 高域での配線浮遊容量やトラン

ジスタの接合容量の影響を説明できる． 
□ 中域, 低域, 高域における増幅回路の交流等価回路

を各々描き，それらを基に各帯域の動作量を導出で

きる． 
 
□ エミッタ接地増幅回路の回路構成と動作原理を説

明できる． 
□ 各h-パラメータの定義と意味およびIC , VCE に対す

る依存性を説明できる． 
□ 各接地方式における h-パラメータ同士が相互に変

換できることを説明できる． 
 

＞＞＞ 次頁へつづく ＞＞＞ 
 

  
・実験書記載の諸注意事項 
 
 
 
・「電子回路」における電流

帰還バイアス増幅回路の

設計法 および h-パラメ

ータに関する事項 
 
・「電子回路」における増幅

回路の周波数特性（中域）

に関する事項 
 
 
 
・「電子回路」における増幅

回路の周波数特性（低域，

高域）に関する事項 
 
 
 
 
・「電子回路」における h-
パラメータ に関する事

項 
 
 
 
 
 

 



   
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
 
２．実験（続き） 
・応用電子回路 
5) アクティブフィルタの 
設計，組立，測定 

 
 
6) トランジスタ定電圧回路の 
製作と測定 

 
 
 
7) デジタル ICの応用 
 
 
 
8) サイリスタとトライアック 
 
 
 
 
9) オペアンプの基本回路 
 
 
 
 
10) オペアンプの応用回路 
 
 
 
 
 
 
３．レポート作成指導 
 
 

 
 
 
 
4 
 
 
 
4 
 
 
 
 
4 
 
 
 
4 
 
 
 
 
4 
 
 
 
 
4 
 
 
 
 
 
 

16 
 
 

＞＞＞ 前頁からのつづき ＞＞＞ 
 
 
 
□ 反転多重帰還構成によるLPF, HPF, BPFの回路構成
や伝達関数および周波数特性について説明できる． 
□ 各フィルタの伝達関数を基に遮断周波数または中心
周波数や各素子値を決定し，設計できる． 
□ 誤差検出の原理について説明できる． 
□ トランジスタのダーリントン接続における動作原理, 
各種接続法および電流増幅率を説明できる． 
□ 整流回路, 平滑回路, 安定化回路の構成と動作原理
を説明できる． 
□ 非安定マルチバイブレータの回路構成と動作原理を
理解し，回路素子と発振周期との関係を導出できる． 
□ 単安定マルチバイブレータの回路構成と動作原理を
理解し，回路素子とパルス幅との関係を導出できる． 
□ サイリスタの種類, 構造, 動作原理を説明できる． 
□ SCR のゲート点弧特性，順電圧降下特性，交流位相
制御の原理を説明できる． 
□ TRIAC の静特性および位相制御について，SCR と
の相異点を説明できる． 
□ 理想オペアンプとしての取扱および仮想短絡につい
て説明できる． 
□ 反転増幅回路および非反転増幅回路の回路構成, 
動作原理，周波数特性を理解し，増幅率を算出でき

る． 
□ オフセット電圧について理解し，実際にオフセットを
調整できる． 
□ 電圧ホロワおよび直流増幅回路の回路構成と動作原
理を説明できる． 
□ 加算回路, 減算回路および加減算回路の構成と動作
原理を理解し，平衡条件を導出できる． 

 
□ レポートの構成，表やグラフの作成方法，データ解析
の仕方，文献検索の方法等を習得し，実践できる． 

 

  
 
 
 
・「電気回路」における各種フ

ィルタに関する事項 
 
 
・「電子回路」における定電圧

回路に関する事項 
 
 
 
・「デジタル回路」における各

種マルチバイブレータに

関する事項 
 
・「電子基礎」におけるパワー

素子に関する事項 
 
 
 
・「電子回路」におけるオペア

ンプに関する事項 
 
 
・「電子回路」におけるオペア

ンプに関する事項 
 
 
 
 
 
・実験書記載の諸注意事項 
 
 

〔教科書〕 各実験担当者が準備した「実験指導書」 
〔参考書・補助教材〕 電気回路，電子回路，論理回路，電子工学，半導体工学等の教科書及び関連書籍 
〔成績評価の基準〕 提出された各テーマのレポートの内容,実験態度等について，別に定めた評価基準に基づいてそれぞれ 100
点満点で評価し（実験態度はそのうち20点），全テーマの評価点を平均して評価する．実験に出席はしたがレポートを出さない場

合は，そのテーマの評価点は最高 20 点となり，実験を欠席した場合は 0 点とする．なお，レポートの提出数が全テーマ数の８割

に満たない場合は未修得 とする． 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 1-b ，3-c ，4-a 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-3 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(d)(2) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (4)② 

Memo  

 

 

 

 

 

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 後期 ・ 必修 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

電 気 電 子 工 学 実 験 Ⅴ 
（Experiments in Electrical and 
 Electronic Engineering Ⅴ） 

担当教員 楠原 良人（Kusuhara, Yoshito） 
中村 格（Nakamura, Itaru） 
樫根 健史（Kashine , Kenji） 
逆瀬川 栄一（Sakasegawa, Eiichi） 

教員室 楠原 ： 電気電子工学科棟３階（TEL：42-9072） 
中村：電気電子工学科棟1階（TEL：42-9076） 
樫根 ： 電気電子工学科棟２階（TEL：42-9075） 
逆瀬川：電気電子工学科棟３階（TEL：42-9073） 

E-Mail 楠原： y-kusuha        樫根  ： kashine   
逆瀬川： sakasegw     中村： i_naka 
※ 最後に @kagoshima-ct.ac.jp を付けて下さい． 

教育形態／単位の種別／単位数 実験 ／ 履修単位 ／ ２単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（180分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 変圧器，回転機，インバータなど各種電気機器の取り扱い方を学び，実験により得られた諸特性と理論とを比

較して考察すると共に，電気機器を各種産業分野に応用する能力を養う．また，レポート作成を通して，実験において得られたデ

ータを解析し，工学的に考察し，かつ説明できることを目標とする． 
〔本科目の位置付け〕 3年次，及び 4年次前期で学んだ「電気機器」に関する理論について，実際の機器の取扱いを通じて理解

を更に深めるための科目である．また，低圧及び高圧電気工事士学科試験 の免除，および第二種電気主任技術者の資格取得を希

望する者は本科目を修得しなければならない． 
〔学習上の留意点〕 3年次，及び 4年次前期の「電気機器」に関する理論を理解しておくことが必須である．実験の目的，機器

の原理について，十分に予習しておく．各機器の取り扱いに十分注意を払う（これを誤ると重大な事故につながる）．実験し直し

を避けるため，測定値を常にグラフ化しながら実験を進めること．レポートは十分な検討，考察を加え，提出期限は厳守すること． 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 

電気機器実験 

1. 導入 

 

 

 

 

 

2. 直流電動機の特性試験 

 

 

3. 直流発電機の特性試験 

 

 

4. 同期発電機の基礎特性 

試験 

 

5. 同期発電機の外部特性 

試験 

 

6. 同期電動機の特性試験 

 

 

7. 変圧器の実機特性試験 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

4 

 

 

4 

 

 

4 

 

 

4 

 

 

4 

 

 

4 

 

 

 

 

 

 
 
□ 本実験の進め方，安全上の心得，レポートの作成要

領，全実験に関する概要を把握できる． 
 
□ 計測器取扱いの概要を理解し，実験用配線及び部品

製作ができる．また，実験回路の結線ができる． 
 
□ 直流電動機の負荷特性試験を行い，レポートを作成

できる． 
 
□ 直流発電機の無負荷特性と外部特性試験を行い，レ

ポートを作成できる． 
 
□ 同期発電機の基礎特性試験を行い，レポートを作成

できる． 
 
□ 同期発電機の外部特性試験を行い，レポートを作成

できる． 
 
□ 同期電動機の位相特性試験，負荷特性試験を行い，

レポートを作成できる． 
 
□ 変圧器の負荷特性試験，電圧変動率試験を行い，レ

ポートを作成できる． 
 
＞＞＞ 次頁へつづく ＞＞＞ 
 

  
 
実験書の安全やレポート作

成個所の内容 
 
 
 
 
実験書，参考書の該当個所

の内要 
 
実験書，参考書の該当個所

の内要 
 
実験書，参考書の該当個所

の内要 
 
実験書，参考書の該当個所

の内要 
 
実験書，参考書の該当個所

の内要 
 
実験書，参考書の該当個所

の内要 
 

 



   
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 

 

8. 誘導機の特性算定試験 

 

 

9. インバータの基本動作 

試験 

 

10. レポート整理 

 
 
4 

 

 

4 

 

 

16 

 

＞＞＞ 前頁からのつづき ＞＞＞ 
 
□ 誘導電動機の抵抗測定，無負荷試験，拘束試験を行

い，レポートを作成できる． 
 
□ インバータの基本的な動作試験を行い，レポートを

作成できる． 
 
□ 行った実験の結果および実験に対する検討・考察を

適切にまとめ，レポートを作成・整理することができる． 
 

  
 
実験書，参考書の該当個所

の内要 
 
実験書，参考書の該当個所

の内要 
 
実験書，参考書の各実験に

関する内容 

〔教科書〕 実験書のプリントを配布 
〔参考書・補助教材〕 電気機器工学，前田 勉・新谷 邦弘 共著，コロナ社  /  電気機器［Ⅰ，Ⅱ］， 野中 作太郎 著，森北出版 
〔成績評価の基準〕 各テーマのレポートの内容，実験態度等について，別に定めた評価基準に基づきそれぞれ100点満点で評価し(実

験態度はそのうち 20 点)，全テーマの評価点を平均して評価する．実験に出席はしたがレポートを出さない場合は，そのテーマの評価点

は最高で 20 点，実験を欠席した場合は 0 点とする．レポートの提出数がテーマ数の 8 割（7 通）に満たない場合は未修得とする． 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 1-b , 3-c , 4-a 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-3 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(d)(2) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (4)② 

Memo  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 前期 ・ A群 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

応 用 数 学 Ⅰ 
（Applied MathematicsⅠ） 

担当教員 斉之平 浩（Sainohira , Hiroshi） 
教員室 学生共通棟１階 非常勤講師控室（TEL：42-2167） 
E-Mail  

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅱ〕 ／ ２単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋自学自習（210分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 ラプラス変換やフーリエ級数についての基本的事項を学び，その応用が出来るようになること． 
〔本科目の位置付け〕 微積分学Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳで学んだことを前提とする．ラプラス変換やフーリエ級数は多くの分野で応用さ

れるものである． 
〔学習上の留意点〕 講義内容をよく理解するために，毎回教科書等を参考に105分程度の予習をしておくこと．また、講義終了

後は復習として105分以上演習問題等の課題に取り組むこと．疑問点があればその都度質問すること． 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
1．ラプラス変換の定義と 
基本的性質 

(1) ラプラス変換の定義と例                

 
(2) 基本的性質 
 
(3) たたみこみ 
(4) 逆ラプラス変換 
(5) 常微分方程式への応用 
 
 
 

---前期中間試験--- 
 
2．フーリエ級数とフーリエ 
変換 

(1) 周期２πのフーリエ級数 

 
(2) 一般の周期関数の 
フーリエ級数                                

(3) フーリエ級数の収束 
 
(4) フーリエ変換とフーリエ 
積分定理 

 
---前期期末試験--- 

 
試験答案の返却・解説 

 

 
 
2 
 
4 
 
2 
2 
4 
 
 
 
 
 
 
 
4 
 
2 
 
3 
 
5 
 
 
 
 
2 

 
 
□ ラプラス変換の基礎概念である，原関数，像関数につ
いて解釈できる． 

□ ラプラス変換の基本性質である，線形性，相似性，移動
法則，微分・積分法則を使いこなすことができる． 

□ たたみこみのラプラス変換を計算できる． 
□ 逆ラプラス変換を理解し，実際に計算できる． 
□ これまでの学習内容のまとめとして，常微分方程式へ
の応用，積分方程式という高度な応用が出来るように

なる． 
 
授業項目の１(1)～1(5)について達成度を確認する． 
 
 
 
□ フーリエ係数，正弦級数，余弦級数といった，フーリエ
級数の基本的な概念が説明できる． 

□ 一般の周期関数のフーリエ級数が計算できる． 
 
□ フーリエ級数の収束定理とその応用について，計算で
きる． 

□ 余弦変換，正弦変換，反転公式などのフーリエ変換の
基礎について学び，その応用が出来るようになる． 

 
授業項目の 2(1)～2(4)について達成度を確認する． 
 
試験において間違った部分を自分の課題として把握する

（非評価項目）． 

  
 
各授業内容について、教

科書を読んで概要を把握

しておくこと． 
 

〔教科書〕 新訂 応用数学 高遠節夫 他 大日本図書 
〔参考書・補助教材〕 新訂 応用数学問題集 高遠節夫他 大日本図書 
〔成績評価の基準〕中間および期末試験70％＋小テスト30％ 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-a 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-1 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(c) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (2)① 

Memo  

 

 

 

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 4年次 ・ 前期 ・ A群 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

物 理 学 基 礎 Ⅲ 
（Basic Physics Ⅲ） 

担当教員 篠原 学 (Shinohara, Manabu) 
教員室 一般科目棟３階（TEL： 42-9055） 
E-Mail shino ＠ kagoshima-ct.ac.jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅰ〕／ １単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋自学自習（60分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 科学技術の進歩に対応できる基礎知識、及び自然現象の本質を抽出する物理的なものの見方、考えかたを身につ

ける。 
〔本科目の位置付け〕 ３年次の物理学基礎Ⅰ、物理学基礎Ⅱで学習した力学を基礎として、熱力学、波動、磁気、及び原子物理学

の基本を学習する。また、後期の物理学実験で必要となる基礎知識を学習する。 
〔学習上の留意点〕 進度が非常に速いため、予習復習はもちろん、演習を通して積極的に自学する姿勢が重要である。適宜、平常

テストを実施し、物理的思考力を養う。 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
１．分子運動と熱現象 
 
 
 
 
 
 
２．波動 
 
 
 
 

－前期中間試験－ 
 
３．磁気 
 
 
 
４．原子物理 
 
 
 
 
 
 
 

－前期末試験－ 
 

試験答案の返却・解説 
 

 
10 
 
 
 
 
 
 
4 
 
 
 
 
 
 
8 
 
 
 
6 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 
 

 
□ 気体の分子運動、内部エネルギーを説明できる。 
□ 熱力学第１法則を説明できる。 
□ 気体の等温、等圧、定積、断熱変化を説明できる。 
□ エントロピーを計算できる。 
□ 熱力学第２法則を説明できる。 
□ カルノーサイクルの計算ができる。 
 
□ 正弦波を数学的に表現できる。 
□ 波動方程式を説明できる。 
□ 波のエネルギーを計算できる。 
□ 波の現象を数式的に説明できる。 
 
－授業項目１及び２について達成度を確認する 
 
□磁界の基本的性質を説明できる。 
□電流の周囲の磁界を計算できる。 
□ ローレンツ力を計算できる。 
 
□ 電子・原子核の発見について説明できる。 
□ 光の粒子性の根拠を説明できる。 
□ 水素原子の構造・スペクトルを説明できる。 
□ 物質の波動性について説明できる。 
□ 原子核の構造を説明できる。 
□ 放射性崩壊・半減期を説明できる。 
 
 
－授業項目２後半、３及び４について達成度を確認する 
 
試験において間違えた部分を自分の課題として把握する

（非評価項目）。 

  
教科書①p40～82 を読んで、

内容を確認しておく。 
 
 
 
 
 
教科書①p176～200 を読ん

で、内容を確認しておく。 
 
 
 
 
 
教科書②p86～112 を読ん

で、内容を確認しておく。 
 
 
教科書②p164～180 を読ん

で、内容を確認しておく。 
教科書②p182～200 を読ん

で、内容を確認しておく。 
教科書②p202～25 を読ん

で、内容を確認しておく。 

〔教科書〕教科書〕①熱・波動 （大日本図書）、 ②電磁気・原子 （大日本図書） 
〔参考書・補助教材〕 
〔成績評価の基準〕中間及び期末試験(70％)＋平常テスト(30％) 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-a 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-1 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2) (c), 基準2.1(1)④ 
〔教育プログラムの科目分類〕 (2)① (3)④ 

Memo  

 

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 後期 ・ A群 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

物 理 学 実 験 
（Experiments in Physics） 

担当教員 篠原 学 (Shinohara, Manabu) 
池田 昭大（Ikeda, Akihiro） 

教員室 篠原：一般科目棟３階（TEL：42-9055） 
池田：一般科目棟３階（TEL：42-9053） 

E-Mail 篠原：shino ＠ kagoshima-ct.ac.jp 
池田：a-ikeda ＠ kagoshima-ct.ac.jp  

教育形態／単位の種別／単位数 実験 ／ 履修単位 ／ １単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 実験を通して、自然現象の本質を抽出する物理的なものの見方、考え方を身につける。 
〔本科目の位置付け〕 これまでの学習した物理の学習内容を、実験を通じて理解する。 
〔学習上の留意点〕 事前に実験テーマに関する予習をし、手際よく作業できるようにしておくことが肝要である。また、レポー

トは実験の翌週までに提出すること。 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
0. ガイダンス 
 
1. 物理学実験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. まとめ 
 

 
2 
 

26 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 
 

 
□物理学実験の実施概要を把握する。 
 
□ 実験目的・内容について説明できる 
□ 丁寧かつ的確に実験機材を操作できる 
□ 実験結果について考察・検討できる 
□ 適切な実験報告書が作成できる 
 
実験項目（機器の都合により、変更する場合もある） 

□ 水の表面張力の測定 
□ ＧＭ管による放射線計測 
□ バネ振動の固有周期 
□ 熱起電力の測定 
□ ニュートン・リング 
□ 電気抵抗の温度変化 
□ 電子のスペクトル線 
□ 電子のｅ／ｍの測定 
□ プランク定数の測定 
□ ヤングの実験 
□ 等電位線の測定 
□ コンデンサーの電気容量の測定 
□ ダイオードの整流作用 
□ ホール効果の実験    

 
提出したレポートの問題点を自分の課題として把握する

（非評価項目）。 
 
 

  
 
 
実験の原理・手順、必要な物

理定数を事前に確認しておく

こと。 
 

〔教科書〕 物理学実験の概要（配布資料） 
〔参考書・補助教材〕 
〔成績評価の基準〕 実験レポート（100％）- 実験態度（最大 40％） 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-a 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-1 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(c) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (2)① 

Memo  

 

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 前期 ・ A群 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

電 磁 気 学 Ⅲ 
（Electromagnetism Ⅲ） 

担当教員 須田 隆夫（Suda , Takao） 
教員室 電気電子工学科棟３階（TEL：42-9070） 
E-Mail suda＠kagoshima-ct.ac.jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅰ〕 ／ １単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋ 自学自習（60分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 磁性体の基本的性質を学習し、応用としての磁気回路の考え方とこれを用いた解法を修得する。B-H非線形性

やヒステリシスを考慮した場合の磁気回路の解法により、空隙のある磁気回路に応用できるようにする。さらに磁気エネルギーに

よる磁性体に働く力の計算法を学修する。電磁波については、まず変位電流の概念を導入した上で、これまで学習した静電界、電

流磁界、電磁誘導に関する各法則を再度、線積分、体積積分の意味を明確にしながら整理し、各法則の微分形の表現、即ちマクス

ウェルの方程式を導く。これらの微分方程式から自由空間での波動方程式が導出でき、その解が電磁波（平面波）を表しているこ

とから、電磁波の基本的性質が導けることを学習する。 
〔本科目の位置付け〕 ３年次の電磁気学 Iの続編として、鉄芯など強磁性体を含む場合の取り扱いと電磁波について学習し、電

磁気学の一通りを終える。また、これまで学習してきた電磁気学の諸法則の微分形式、即ちマクスウェルの電磁方程式を導くこと

から「発散」「回転」などのベクトル解析の考え方を学び、電磁気学Ⅳへとつながる。 
〔学習上の留意点〕 ベクトル量の線積分、体積積分について、その意味を十分に理解する事、偏微分を用いた数学的表現が多く

出てくるが、数式を覚えるのでなく、数式が物理的に何を表現しているかを、図を描いて理解することが重要である。また、数式

の展開・導出を必ず自分で手を動かしてやって見る事が、絶対に必要であり、自学自習で必ず行う事。 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
（教科書 第７章 磁性体） 
１．磁性体 
 1.1 物質の磁気的性質 
 
 
 
 
 
 
 1.2 磁気回路 
 
 
 
 
 1.3 強磁性体 
 
 
 
 
 
 
 1.4 磁界のエネルギーと 

磁性体に働く力 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

--- 前期中間試験 --- 
 

 
 
 
4 
 
 
 
 
 
 
4 
 
 
 
 
2 
 
 
 
 
 
 
4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
□ 磁化現象、その原因である磁気双極子モーメントの
由来、磁化の強さ、磁化率と透磁率の関係を理解し、

強磁性、常磁性、反磁性の磁化率と磁化特性を説明

できる。 
□ 磁性体境界面での条件を理解し、磁性体界面での磁
力線の屈折の式を導出できる。 

 
□ 磁気回路、磁気抵抗の考え方を習得し、μ一定の場
合のギャップ付磁気回路内の磁束密度を計算できる。 
□ トランス等の鉄心の磁気回路の等価回路を描くことが
でき、鉄心内の磁束密度を計算できる。 

 
□ 磁化曲線の意味、B-Hの非線形性、自発磁化、ヒステ
リシスループ、残留磁気、保持力を説明できる。軟磁

性、硬磁性の違いを説明できる。 
□ 磁化曲線を用いて、B-H の非線形性を考慮した、強
磁性体の磁気回路における磁束密度を計算すること

ができる。 
 
□ ソレノイドの磁気エネルギーより dw=HdB であること
を理解し、ヒステリシスループ内が電力損失に当たるこ

とを導くことができる。また鉄損との関係を説明できる。 
□ 空間及び磁性体に単位体積当たりに蓄えられる磁気
エネルギーを計算することができる。 
□ 磁性体界面に働く力を F = - dW/dx から求め、マクス
ウェル応力として一般化できることを理解し、実際の力

の計算ができる。 
□ 電源を含めた磁気回路における力が仮想変位から
求められることを説明できる。 

 
授業項目1.1～1.4について達成度を確認する。 
 

＞＞＞ 次頁へつづく ＞＞＞ 
 

  
 
 
教科書7.1, 7.3を読んでおく。 
 
 
 
磁束密度と磁界の性質につ

いて前回授業内容を理解して

おく。 
アンペア周回積分の法則を

復習しておく。 
 
 
 
これまでの授業内容を復習し

理解しておく。 
 
1.2 磁気回路の内容を復習し
ておく。 
 
 
電磁気学Ⅱで学習した電磁

エネルギーの項を復習して

おく。 
 
 

 



   
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
 
（教科書 第１０章 電磁波） 
２．電磁波 
 2.1 変位電流 
 
 
 
 
 
 2.2 マクスウェルの方程式 
 
 
 
 
 
 
 2.3 電磁波の従う方程式 
 
 
 
 
 
 2.4 平面波と電磁波の伝播 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 2.5 ポインチングベクトル 
 
 
 
 
 

-- 前期期末試験 --- 
 

試験答案の返却・解説 
 

 
 
 
 
2 
 
 
 
 
 
4 
 
 
 
 
 
 
2 
 
 
 
 
 
4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 
 
 
 
 
 
 
 
2 
 

＞＞＞ 前頁からのつづき ＞＞＞ 
 
 
 
□ 電流の定義の一般化により、変位電流が導かれるこ
とを説明できる。 
□ 変位電流を含めたアンペア周回積分の法則から、電
荷の変化によって磁界が発生する事、それが電磁波

の発生につながっていることを説明できる。 
 
□ 電界、磁束密度のガウスの法則、アンペア周回積分
の法則、ファラデーの法則の積分形による表現と現象

を復習し、空間の微小面積dxdy,微小体積要素dxdydz
について積分形の各法則を適用する事によりxyz座標
における Maxwell方程式（微分形の表現）が導出でき
る。また、「発散」、「回転」の意味を説明できる。 

 
□ xyx座標におけるMaxwell方程式から波動方程式の
導出ができる。 
□ 進行波が波動方程式を満たすことを説明できる。また
電磁界において位相速度が 1／(εμ)1/2に対応し、光

速であることを説明できる。 
 
□ 平面波を仮定したときの波動方程式を導き、その一
般解を示すことができる。 
□ 平面波における空間の電界、磁界のベクトル成分の
式を Maxwell 方程式から導くことができる。それより電
界と磁界の直行性を示すこと、固有インピーダンスを

導くことができる。 
□ 伝播速度（位相速度）、周波数、波長、位相定数の関
係を説明できる。 
□ 電気双極子から発生する電磁波の考え方と電波通信
の概要について説明できる。 

 
□ 空間の電磁界エネルギーの流れの表現法（ポインチ
ングベクトル）について理解し、電磁波によるエネルギ

ーの流れ、コンデンサーの充放電時のポインチング

ベクトルについて説明できる。 
 
 
授業項目2.1～2.6について達成度を確認する。 
 
試験において間違った部分を自分の課題として把握

する（非評価項目）。 
 

  
 
 
 
電磁気学Ⅱで学習した電束

密度と電荷の関係（教科書 
第４章 誘電体）を復習してお
く。 
 
 
テーラー展開および、関数の

近似について、偏微分につ

いて学習しておく。 
 
 
 
 
変微分方程式について調べ

ておく。 
 
 
 
 
物理で学習した進行波の式、

ならびに振動数、波長、位相

速度について復習しておく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
外積について復習しておく。 
 
 

〔教科書〕 安立三郎、大貫繁雄「電磁気学」（森北出版） 
〔参考書・補助教材〕 藤田広一「電磁気学ノート（改訂版）」（コロナ社） 
〔成績評価の基準〕 中間・期末試験（70 %）＋ 小テスト（6回程度を予定）（30%） 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕  3-a , 3-c 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-1 
〔JABEEとの関連〕  基準1(2)(c) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (2)① 

Memo  

 

 



 

到 達 目 標 

１．磁性体の基本的性質を理解し、アンペア周回積分の法則から磁気回路の考え方を説明できる。磁気回路の考

え方を応用して、実際の鉄芯入り回路の磁束密度などを計算できる。 
２．強磁性体の磁化について、B-Hの非線形性ならびにヒステリシス特性を理解し、鉄芯の非線形性やヒステリ

シスを考慮した磁気回路における磁束密度の計算ができる。また磁界のエネルギーと磁性体に働く力の関係

から磁性体に働く力を計算できる。 
３．変位電流の概念を導入したアンペア周回積分、電界、磁束密度のガウスの法則、電磁誘導の法則の線積分、

体積積分の意味を明確にしながら整理し、各法則の微分形の表現、即ちマクスウェルの方程式を導くことが

できる。 
４．マクスウェルの方程式から自由空間での波動方程式が導出でき、その解が電磁波（平面波）を表しているこ

とから、電磁波の基本的性質を導くことができる。また、空間の電磁界エネルギーの流れをポインチングベ

クトルによって表現できる。 
 

理想的な到達レベル 標準的な到達レベル 要学習レベル 

１ 

磁性体の基本的性質とアンペア周

回積分の法則から磁気回路の考え

方を説明できる。磁気回路の考え

方を応用して、ダブルヨーク、空

隙ありなど様々な形状の鉄芯入り

磁気回路における磁束密度を計算

できる。 

磁性体の基本的性質とアンペア周回

積分の法則から磁気回路の考え方を

説明できる。磁気回路の考え方を応

用して、空隙あり鉄芯の等価回路（磁

気抵抗）を導き、空隙部の磁束密度

を計算できる。 

磁性体の基本的性質とアンペア周

回積分の法則から磁気回路の考え

方が説明できない。また磁気回路の

考え方を用いて、単純な磁気回路の

等価回路を導き、それより鉄芯内の

磁束密度の計算ができない。 

２ 

鉄芯のB-H特性が飽和する（非線

形である）場合やヒステリシス特

性を有する場合の、空隙つき磁気

回路における磁束密度をグラフを

用いた解法を理解し、実際の値を

求めることができる。また磁界のエ

ネルギーを理解し、エネルギーと

力の関係から磁性体に働く力を計

算できる。 

鉄芯のB-H特性が飽和する（非線形

である）場合やヒステリシス特性を

有する場合の、空隙つき磁気回路に

おける磁束密度をグラフを用いた解

法を理解し、実際の値を求めることが

できる。また磁界のエネルギー1/2BH
を環状ソレノイドの例から計算でき

る。磁性体に働く力はマクスウェル

応力から機械的に求めることができ

る。 

鉄芯の B-H 特性が飽和する（非線

形である）場合やヒステリシス特性

を有する場合の空隙つき磁気回路

における磁束密度の計算法（グラフ

を用いた解法）を理解できていない。 

３ 

変位電流の概念を導入したアンペ

ア周回積分、電界、磁束密度のガ

ウスの法則、電磁誘導の法則の積

分形から各法則の微分形の表現、

即ちマクスウェルの方程式を導く

ことができる。さらに発散(div)、
回転(rot)などベクトル解析の考え

方を説明できる。 

変位電流の概念を導入したアンペア

周回積分、電界、磁束密度のガウス

の法則、電磁誘導の法則の積分形か

ら、各法則の微分形の表現、即ちマ

クスウェルの方程式を導くことがで

きる。 

変位電流の概念を導入したアンペ

ア周回積分、電界、磁束密度のガウ

スの法則、電磁誘導の法則の積分形

から、各法則の微分形の表現を導く

ことができない。 

４ 

マクスウェルの方程式から自由空

間での波動方程式が導出できる。

一次元の波動方程式について進行

波がその解であることから、位相

速度が光速となる事を導くことが

できる。また、電界と磁界が直交

することを導くことができる。さ

らに進行方向へエネルギーの流れ

をポインチングベクトルによって

説明できる。 

マクスウェルの方程式から自由空間

での波動方程式が導出できる。一次

元の波動方程式について進行波がそ

の解であることから、位相速度が光

速となる事を導くことができる。ま

た、電界と磁界が直交することを導

くことができる。 

マクスウェルの方程式から自由空

間での一次元の波動方程式が導出

できない。あるいは進行波がその解

であることから、電磁波の基本的性

質を導くことができない。 

 

到達基準 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 前期 ・ A群 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

電 気 回 路 Ⅴ 
（ElectriccircuitsⅤ） 

担当教員 枦 健一（Haji , Kenichi） 
教員室 電気電子工学科棟2階（TEL：42-9078） 
E-Mail haji＠kagoshima-ct.ac.jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義・演習 ／ 学修単位〔講義Ⅰ〕 ／ １単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋自学自習（60分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 電気回路理論の中の、過渡現象論、ひずみ波交流、分布定数回路を学び、各種回路における計算ならびに現象

の説明ができることを目標とする。 
〔本科目の位置付け〕 数学及び3年次までの電気回路の知識を必要とする。 
〔学習上の留意点〕 電気回路をより良く理解し、修得するためには、できるだけ多くの問題を解くことが大事である。このため、

課題は必ず理解して提出すること。また、講義の内容をよく理解するために、毎回、予習や演習問題等の課題を含む復習として、

60分以上の自学自習が必要である。解らない点があればその都度質問をし、積極的に理解を深めるようにすること。 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
1．直流回路の過渡現象 
 
 
2．ラプラス変換 
 
 
3．ラプラス変換による過渡

現象解析 
 
 
 
4．ひずみ波交流の解析 
 
 
 
 
 
 

--- 前期中間試験 --- 
 
5．ひずみ波交流の電力計算 
 
 
 
6．分布定数回路の計算 
 
 
 
 
 

--- 前期期末試験 --- 
 

試験答案の返却・解説 

2 
 
 
4 
 
 
4 
 
 
 
 
6 
 
 
 
 
 
 
 
 
4 
 
 
 
8 
 
 
 
 
 
 
 
2 

□ RL及び RC 直流回路における過渡現象の計算と電
圧・電流の時間変化を描画できる。 

 
□ラプラス変換の定義と主要法則を理解し、ラプラス変

換および逆ラプラス変換ができる。 
 
□直接法による RL・RC・RLCの直流回路の過渡現象解
析ができる。 
□ｓ回路法による過渡現象解析と過渡電流の時間変化を

描画できる。 
 
□三角関数の直交性を説明できる。 
□フーリエ係数を計算し、フーリエ級数展開を使いこな

せる。 
□対称なひずみ波のフーリエ級数展開ができる。 
□非正弦波の実効値、ひずみ率、波高率、波形率を計

算できる。 
 
授業項目１～4について達成度を確認する。 
 
□非正弦波の有効電力、皮相電力、力率を計算できる。 
□各種回路に非正弦波電圧を加えたときの回路に流れ

る電流を計算できる。 
 
□基礎方程式を説明できる。 
□有限長線路と電圧・電流分布が説明できる。 
□無限長線路の 4端子定数の意味を説明できる。 
□特性インピーダンスを計算できる。 
□反射現象を説明できる。 
 
授業項目5～6について達成度を確認する。 
 
試験において間違った部分を自分の課題として把握す

る（非評価項目）。 

 p.135-p.143 の内容につい
て，教科書を読んで概要を把

握しておくこと． 
p.160-p.164 の内容につい
て，教科書を読んで概要を把

握しておくこと． 
p.177-p.185 の内容につい
て，教科書を読んで概要を把

握しておくこと． 
 
 
p.117-p.124 の内容につい
て，教科書を読んで概要を把

握しておくこと． 
 
 
 
 
 
 
p.125-p.129 の内容につい
て，教科書を読んで概要を把

握しておくこと． 
 
p.194-p.203 の内容につい
て，教科書を読んで概要を把

握しておくこと 
 
 

〔教科書〕 「電気回路」 大下眞二郎著  共立出版 
〔参考書・補助教材〕 「電気回路（２）回路網・過渡現象編」 安部鍼一 他著 コロナ社 
〔成績評価の基準〕 中間及び定期試験成績(70％) + 小テスト・レポート(30％) 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-c 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-3 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(d)(1) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (4)② 

Memo  

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 前期 ・ A群 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

半 導 体 工 学 Ⅰ 
（Semiconductor Engineering Ⅰ） 

担当教員 奥 高洋（Oku , Takahiro） 
教員室 電気電子工学科棟２階（TEL：42-9079） 
E-Mail oku@kagoshima-ct. ac. jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅰ〕 ／ １単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋自学自習（60分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 半導体材料の種類やキャリア生成の過程を理解し，pn接合の理論的知識を得ることを目標とする． 
〔本科目の位置付け〕 2年次の電子基礎で履修した半導体素子に関する基礎知識を，数式を用いて深く掘り下げて学習する． 
〔学習上の留意点〕 常に結晶内の電子のエネルギー状態を念頭におきながら，電子の振る舞いをイメージ的に掴み，半導体にお

ける各種電子現象を理解する必要がある．このために電子基礎Ｉ/Ⅱの内容を理解していることが必須である．さらに，授業項目に

ついての予習・復習はもちろん，レポート等の課題に取り組むなどして，毎回60分以上の自学自習必要である． 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
１．半導体の性質とキャリア 

1) 半導体材料 
 

2) 結晶とエネルギー帯 
構造 

3) 半導体の種類とキャリア 
生成 

 
２．キャリア密度 

1) 分布関数 
 

2) キャリア密度とフェルミ 
準位 

 
---前期中間試験--- 

 
３．半導体の電気伝導 

1) ドリフト電流と抵抗率 
 

2) ホール効果と再結合 
 
４．ｐｎ接合 

1) エネルギー状態図 
 

2) 空乏層容量 
 
 

---前期期末試験--- 
 

試験答案の返却・解説 
 

 
 
2 
 
2 
 
2 
 
 
 
2 
 
6 
 
 
 
 
 
4 
 
2 
 
 
4 
 
4 
 
 
 
 
2 
 

 
 
□ 良導体，絶縁体，半導体の違いをエネルギー帯構造
で説明できる． 
□ 共有結合とダイヤモンド構造が説明できる． 
 
□ I形，n形，p形半導体のキャリア生成過程が説明でき
る． 

 
 
□ フェルミ・ディラック分布関数から電子の存在確率が
計算できる． 
□ キャリア密度とフェルミ準位の理論式を用いて具体的
な計算ができる． 

 
授業項目１～２について達成度を評価する． 
 
 
□ 半導体の抵抗率や導電率及びドリフト電流が計算で
きる． 
□ ホール効果、磁気抵抗効果及び再結合が説明でき
る． 

 
□ pn接合のエネルギー状態図を描くことができる． 
 
□ 空乏層の性質を理解し，拡散電位や空乏層容量が
計算できる． 

 
授業項目３～４について達成度を評価する． 
 
試験において間違った部分を自分の課題として把握す

る（非評価項目）． 
 

  
 
・教科書：pp.1-3 
 
・教科書：pp.3-5 
 
・教科書：pp.5-9 
 
 
 
・教科書：pp.26-28 
 
・教科書：pp.28-36 
・配布するプリントの内容 
 
 
 
 
・教科書：pp.38-41 
 
・教科書：pp.41-55 
 
 
・教科書：pp.57-61 
・配布するプリントの内容 
・教科書：pp.61-67 
・配布するプリントの内容 
 
 
 
 
 

〔教科書〕 「改訂半導体素」 著者：石田 哲郎，清水 東   出版社：コロナ社 
〔参考書・補助教材〕 適宜，プリントを配布 
〔成績評価の基準〕 中間試験および期末試験成績の平均（80％）+ レポート / 演習等の平常点（20％） 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-c 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-3 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(d)(1) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (4)② 

Memo  

 

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 後期 ・ A群 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

半 導 体 工 学 Ⅱ 
（Semiconductor Engineering Ⅱ） 

担当教員 奥 高洋（Oku , Takahiro） 
教員室 電気電子工学科棟２階（TEL：42-9079） 
E-Mail oku@kagoshima-ct. ac. jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅰ〕 ／ １単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋自学自習（60分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 半導体素子の基本である pn 接合の理論を十分に理解し，代表的な半導体素子の動作原理や構造および特性に

ついての知識を得ることを目標とする． 
〔本科目の位置付け〕 2年次の電子基礎で履修した半導体素子に関する基礎知識を，数式を用いて深く掘り下げて学習する． 
〔学習上の留意点〕 常に結晶内の電子のエネルギー状態を念頭におきながら，電子の振る舞いをイメージ的に掴み，半導体にお

ける各種電子現象を理解する必要がある．このために電子基礎Ｉ/Ⅱの内容を理解していることが必須である．さらに，授業項目に

ついての予習・復習はもちろん，レポート等の課題に取り組むなどして，毎回60分以上の自学自習必要である． 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
１．pn接合 

1) 電圧-電流特性 
 

2) 交流特性 
 
２．金属と半導体の接触 

1) ショットキー障壁 
 

2) MOS構造 
 
３．トランジスタ 

1) バイポーラトランジスタ 
 
 

---後期中間試験--- 
 

2) 電流増幅率と高周波 
特性 

 
４．各種半導体素子 

1) 接合ダイオードと整流 
素子 

2) 負性抵抗素子 
 

3) 電界効果トランジスタ 
 
 
 

---後期期末試験--- 
 

試験答案の返却・解説 

 
4 
 
4 
 
 
1 
 
2 
 
 
4 
 
 
 
 
4 
 
 
 
2 
 
2 
 
5 
 
 
 
 
 
2 

 
□ キャリア密度分布から電圧-電流特性の理論式を導く
ことができる． 
□ 拡散容量や少数キャリア蓄積効果が説明できる． 
 
 
□ 仕事関数差モデルによってショットキー障壁の性質
が説明できる． 
□ MOS構造の性質を説明できる． 
 
 
□ ベース領域のキャリア密度分布から電流の理論式を
導出できる． 

 
授業項目１～３の 1)について達成度を確認する． 
 
□ エミッタ効率，到達率，電流増幅率の諸式を導き,簡
単な数値計算ができる． 

 
 
□ 拡散接合法などの半導体素子の作製工程が説明で
きる． 
□ 負性抵抗特性を理解し，サイリスタの種類や特性の
違いを説明できる． 
□ 電界効果トランジスタの種類や特性の違いを説明で
きる． 
□ 相補型MOSの特性を理解できる． 
 
授業項目３の２）～４について達成度を確認する． 
 
試験において間違った部分を自分の課題として把握す

る（非評価項目）． 

  
・教科書：pp.67-84 
 
・配布するプリントの内容 
 
 
・教科書：pp.85-95 
 
・配布するプリントの内容 
 
 
・教科書：pp.96-106 
 
 
 
 
・教科書：pp.107-124 
 
 
 
・教科書：pp.142-187 
 
・配布するプリントの内容 
 
・配布するプリントの内容 
 
 
 
 
 
 

〔教科書〕 「改訂半導体素」 著者：石田 哲郎，清水 東   出版社：コロナ社 
〔参考書・補助教材〕 適宜，プリントを配布 
〔成績評価の基準〕 中間試験および期末試験成績の平均（80％）+ レポート / 演習等の平常点（20％） 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-c 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-3 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(d)(1) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (4)② 

Memo  

 

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次・前期・A群 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

電気機器 Ⅲ 
（Electric MachineryⅢ） 

担当教員 楠原 良人（Kusuhara, Yoshito） 
教員室 未定 
E-Mail y-kusuha＠kagoshima-ct.ac.jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義／学修単位〔講義Ⅰ〕／１単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋自学自習（60分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する。 
〔本科目の目標〕同期機の原理，構造，特性，併せて直流機との等価性について理解させ，設計，製作，取扱い，試験，保守点検

に必要な基礎知識を身につけさせる． 
〔本科目の位置付け〕 3 年次の同系科目の延長である．同期機の特性を定量的に取り扱う上で，必要不可欠な等価回路とベクト

ル図（フェーザ図）に重点をおく．この科目で学習した内容は後期の実験で確認，理解度をより高めさせる． 
〔学習上の留意点〕講義内容をよく理解するために，教科書を見て分からない点を整理するといった予習や，理解状況を把握する

ためのレポート作成を含む復習に，毎回 60 分以上の自学自習が必要である．疑問点があれば，授業中，あるいは授業時間外にか

かわらずその都度質問すること．教科書に記載のない内容も多々含まれるので，メモはきちんと取ること．レポートは期限厳守で

提出のこと． 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
１．同期発電機の概要 
 
 
２．同期発電機の理論 
 
 
３．同期発電機の特性 
 
 
 
 

－ 前期中間試験 － 
 
４．同期発電機の並行運転 
 
 
５．同期電動機の原理と理論 
 
 
６．同期電動機の特性 
 
 
７．直流機と同期機の等価性 
 
 

－ 前期期末試験 － 
 

試験答案の返却･解説 

 
3 
 
 
6 
 
 
5 
 
 
 
 
 
 
3 
 
 
4 
 
 
5 
 
 
2 
 
 
 
 
2 
 

 
□同期発電機の原理を理解し，誘導起電力の波形，同

期速度を求めることができる．また，同期発電機の構

造と原動機による分類ができる． 
□巻線法と誘導起電力の関係式，電機子反作用による

増磁作用と減磁作用の現象を理解し，等価回路とベク

トル図を描くことができる． 
□同期発電機の等価回路とベクトル図から特性を求める

関係式を導出し，各種の特性曲線を描くことができる．

短絡比，電圧変動率の定義を理解し，これらの値を求

めることができる． 
 
授業項目1～3 についてについて達成度を確認する． 
 
□複数台発電機の並行運転条件を理解し，条件が満た

されなくなった時の異常現象について説明でき，ベク

トル図を描くことができる． 
□同期電動機が回転磁界に同期して回転する原理を理

解し，発電機同様，等価回路とベクトル図を描くことが

できる． 
□同期電動機の等価回路とベクトル図から特性を求める

関係式を導出し，各種特性を求めることができる．更に

位相特性が“Ｖ”字の曲線を示す理由が説明できる．  
□電機子コイルに誘起される電圧，および回転子と固定

子の名称から等価性のあることが説明できる． 
 
授業項目4～7 についてについて達成度を確認する． 
 
試験において間違った部分を自分の課題として把握す

る（非評価項目）． 
 

  
教科書p.156-p.160，および 
事前配布プリントの内容 
 
教科書p.160-p.166，および 
事前配布プリントの内容 
 
教科書p.167-p.173，および 
事前配布プリントの内容 
 
 
 
 
 
教科書p.174-p.177，および 
事前配布プリントの内容 
 
教科書p.177-p.178，および 
事前配布プリントの内容 
 
教科書p.178-p.180 および 
事前配布プリントの内容 
 
事前配布プリントの内容 
 
 

〔教科書〕電気機器工学  前田勉・新谷邦弘  コロナ社 
〔参考書・補助教材〕電気機器［Ⅰ，Ⅱ］，野中作太郎 著，森北出版  ／  適宜プリントを配布 
〔成績評価の基準〕 
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-c 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-3 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(d)(1) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (4)② 

Memo  

 



 

到 達 目 標 

１．同期発電機の概要を表現することができる． 
２．同期発電機の理論を説明できる 
３．同期発電機の特性式と短絡比，電圧変動率の定義を説明できる 
４．同期発電機の並行運転について，運転条件と異常現象について説明できる 
５．同期電動機の原理と等価回路を説明できる 
６．同期電動機の等価回路とＶ曲線を説明できる． 
 

 
理想的な到達レベル 標準的な到達レベル 要学習レベル 

１ 

同期発電機の周波数と極数，回転

数の関係を説明でき，回転界磁形

と回転電機子形の構造と用途説明

ができる． 

回転界磁形と回転電機子形の構造と

用途説明ができる． 
同期発電機の周波数と極数，回転数

の関係を説明できない． 

２ 

同期発電機の等価回路と電機子反

作用による交差磁化作用，増磁作

用と減磁作用の現象を説明でき，

等価回路とベクトル図を描くこと

ができる． 

電機子反作用による交差磁化作用，

増磁作用と減磁作用の現象を説明で

きる． 

電機子反作用による増磁作用と減

磁作用の現象を説明できない． 

３ 

等価回路とベクトル図から特性式

を導出し，短絡比，電圧変動率の

定義を説明できる． 

短絡比，電圧変動率の定義を説明で

きる． 
電圧変動率の定義を説明でできな

い． 

４ 

複数台発電機の３つの並行運転条

件を説明でき，条件が満たされな

くなった時の異常現象について説

明できる． 

複数台発電機の３つの並行運転条件

を説明できる． 
複数台発電機の３つの並行運転条

件を説明できない． 

５ 

同期電動機の始動法と回転磁界に

同期して回転する原理を説明で

き，等価回路とベクトル図を描く

ことができる． 

同期電動機の始動法と回転磁界に同

期して回転する原理を説明できる． 
同期電動機の始動法を説明できな

い． 

６ 

同期電動機のベクトル図を説明で

きるとともに，位相特性の“Ｖ”

字の曲線を説明でき，その活用方

法について説明できる． 

位相特性の“Ｖ”字の曲線を説明で

き，その活用方法について説明でき

る． 

位相特性の“Ｖ”字の曲線を説明で

きない． 

 

到達目標（番号） 

到達基準 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 後期 ・ B群 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

応 用 数 学 Ⅱ 
（Applied Mathematics Ⅱ） 

担当教員 斉之平 浩（Sainohira , Hiroshi） 
教員室 学生共通棟１階 非常勤講師控室（TEL：42-2167） 
E-Mail  

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅰ〕 ／ 1単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋自学自習（60分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 微積分の考え方，論理的思考を取得する．更に，留数定理を用いた具体的な計算処理方法を修得する． 
〔本科目の位置付け〕 数学基礎，微分積分で学んだことを前提とする．本科目は，専門科目や将来の研究のための基礎として位

置づけられる． 
〔学習上の留意点〕 講義内容をよく理解するために教科書等を参考に 50 分程度の予習を行う事．また復習はその日の内に，全

内容について50分以上行うこと．また，復習時によく考えた上で不明な点は，速やかに質問に来ること． 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
1．複素数 
 
2．複素関数 
 
 
3．正則関数 . 
 
4. 指数関数、三角関数 
 
5.等角写像 
 
6. 逆関数 
 
 

---後期中間試験--- 
 
7. 複素積分 
 
 
8. 関数の展開 
 
9. 留数定理 
 

---後期期末試験--- 
 
試験答案の返却・解説 

2 
 
2 
 
 
2 
 
4 
 
2 
 
2 
 
 
 
 
4 
 
 
4 
 
6 
 
 
 
2 

□ 共役複素数，極形式について解釈できる． 
 
□ 複素関数の定義，性質・複素数の微分について解釈で
きる． 

 
□ 正則関数，コーシーリーマンの関係式について解釈で
きる． 

□ 指数関数，三角関数について計算することができる． 
 
□ 等角性について解釈できる． 
 
□ 初等関数，n価関数， 無限多価関数に付いて解釈でき
る． 

 
授業項目1～6について達成度を確認する． 
 
□ 複素積分の定義，コ－シ－の積分定理，コ－シ－の積
分表示を解釈できる． 

 
□ テイラ－展開，ロ－ラン展開を用いて計算できる． 
 
□ 極，留数定理，留数定理の実績分への応用ができる． 
 
授業項目7～9 について達成度を確認する． 
 
試験において間違った部分を自分の課題として把握する

（非評価項目）． 
 

 各授業内容について、教科

書を読んで概要を把握して

おくこと． 

〔教科書〕 新訂 応用数学 高遠節夫 他 大日本図書 
〔参考書・補助教材〕 新訂 応用数学問題集 高遠節夫他 大日本図書 
〔成績評価の基準〕中間試験及び期末試験成績(70％) + 小テスト (30％)－授業態度(上限20％) 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-a 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-1 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(c) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (2)① 

Memo  

 

 

 

 

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 4年次 ・ 後期 ・ B群 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

電 磁 気 学 IV 
(Electromagnetism IV) 

担当教員 中村 格 (Nakamura, Itaru) 
教員室 電気電子工学科棟1階 (Tel. 42-9076） 
E-Mail i_naka@kagoshima-ct.ac.jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅰ〕 ／ 1単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋ 自学自習（60分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 電磁気学 I～III で学習した電磁気学の基本法則を｢ベクトル場の考え方｣で説明でき、ベクトル解析を活用して

理論的に展開できる。電界や磁界等を抽象的なモデルで説明でき、最終的にMaxwell電磁方程式に統一される事を解釈できる。 
〔本科目の位置付け〕 電磁気学 I～III、ベクトル解析の知識が必要である。本科目は電気磁気現象の説明に必要な基礎理論であり、

電気電子工学系応用分野の基礎となる。 
〔学習上の留意点〕 講義の内容をよく説明できるために、毎回、予習や演習問題等の課題を含む復習として、60分以上の自学自

習が必要である。発展した説明ができるよう適宜レポートを課すので、真剣に取り組む事。疑問点があれば、その都度質問する事。 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
１．電磁気学の考え方 
 
 
２．ベクトル場 
 
 
３．電界と電位 
 
 
４．電荷と電界 
 
 

--- 後期中間試験 --- 
 
５．電流と磁界 
 
 
６．うず 
 
 
 
７．変位電流 
 
 
８．Maxwell電磁方程式 
 

 

--- 後期期末試験 --- 
 

試験答案の返却・解説 

 

２ 

 

 

４ 

 

 

２ 

 

 

６ 

 

 

 

 

４ 

 

 

６ 

 

 

 

２ 

 

 

２ 

 

 

 

 

２ 

 
□ (1) 電磁気学の体系を説明できる。 
 
 
□ (1) Coulombの法則、場の概念、電界、内積、線積分

を説明できる。 
 
□ (1) 保存場、電位の式、等電位面、 勾配(grad V)を説

明できる。 
 
□ (1) 電荷、発散(div E)、面積分、Gaussの定理を説明

できる。 
 
授業項目1～4について達成度を確認する。 
 
□ (1) 磁界、電流密度、Ampère の周回積分の法則、

Biot-Savartの法則を説明できる。 
 
□ (1) うず、回転(rot H)、Stokesの定理、Ampèreの周回

積分の法則(微分形)、外積を説明できる。 
 
 
□ (1) Faraday の電磁誘導の法則、変位電流を説明でき

る。 
 
□ (1) Maxwell電磁方程式を説明できる。 
 

 

授業項目5～8について達成度を確認する。 

 

試験において間違った部分を自分の課題として把握す

る (非評価項目) 。 

 

  
・授業項目について、教科

書pp.3-6、参考書等により概

要を把握しておく。 
・授業項目について、教科

書 pp.7-22、参考書等により

概要を把握しておく。 
・授業項目について、教科

書 pp.23-36、参考書等によ

り概要を把握しておく。 
・授業項目について、教科

書pp.37-53、参考書等により

概要を把握しておく。 
 
 
・授業項目について、教科

書pp.54-65、参考書等により

概要を把握しておく。 
・授業項目について、教科

書pp.66-79、参考書・補助教

材等により概要を把握して

おく。 
・授業項目について、教科

書pp.80-92、参考書等により

概要を把握しておく。 
・授業項目について、教科

書pp.93-98、参考書等により

概要を把握しておく。 
 
 

〔教科書〕 電磁気学ノート 藤田広一著 コロナ社 
〔参考書・補助教材〕 電磁気学演習ノート 藤田広一・野口晃著 コロナ社 ／ 電気磁気学 安達三郎・大貫繁雄著 森北出版 
〔成績評価の基準〕中間試験および期末試験成績(70%)＋レポート(30%)－受講態度(上限20%) 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-a, 3-c 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-1 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(c) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (2)① 

Memo  

 
 



 

到 達 目 標 

１．電磁気学の体系を説明できる。 
２．Coulombの法則、場の概念、電界、内積、線積分を説明できる。 
３．保存場、電位の式、等電位面、勾配(grad V)を説明できる。 
４．電荷、発散(div E)、面積分、Gaussの定理を説明できる。 
５．磁界、電流密度、Ampèreの周回積分の法則、Biot-Savartの法則を説明できる。 
６．うず、回転(rot H)、Stokesの定理、Ampèreの周回積分の法則(微分形)、外積を説明できる。 
７．Faradayの電磁誘導の法則、変位電流を説明できる。 
８．Maxwell電磁方程式を説明できる。 

 
理想的な到達レベル 標準的な到達レベル 要学習レベル 

１ 

電磁気学の体系を問題なく明確に

説明できる。 
電磁気学の体系について不明確な部

分があるが、比較的明確に説明でき

る。 

電磁気学の体系の説明が不明確で

ある。 

２ 

Coulombの法則、場の概念、電界、

内積、線積分を問題なく明確に説

明できる。 

Coulomb の法則、場の概念、電界、

内積、線積分について不明確な部分

があるが、比較的明確に説明できる。 

Coulombの法則、場の概念、電界、

内積、線積分の説明が不明確であ

る。 

３ 

保存場、電位の式、等電位面、勾

配(grad V)を問題なく明確に説明

できる。 

保存場、電位の式、等電位面、勾配

(grad V)について不明確な部分があ

るが、比較的明確に説明できる。 

保存場、電位の式、等電位面、勾配

(grad V)の説明が不明確である。 

４ 

電荷、発散(div E)、面積分、Gauss
の定理を問題なく明確に説明でき

る。 

電荷、発散(div E)、面積分、Gauss
の定理について不明確な部分がある

が、比較的明確に説明できる。 

電荷、発散(div E)、面積分、Gauss
の定理の説明が不明確である。 

５ 

磁界、電流密度、Ampèreの周回積

分の法則、Biot-Savart の法則を問

題なく明確に説明できる。 

磁界、電流密度、Ampèreの周回積分

の法則、Biot-Savart の法則について

不明確な部分があるが、比較的明確

に説明できる。 

磁界、電流密度、Ampère の周回積

分の法則、Biot-Savartの法則の説明

が不明確である。 

６ 

うず、回転(rot H)、Stokesの定理、

Ampère の周回積分の法則(微分

形)、外積を問題なく明確に説明で

きる。 

うず、回転(rot H)、Stokes の定理、

Ampèreの周回積分の法則(微分形)、
外積について不明確な部分がある

が、比較的明確に説明できる。 

うず、回転(rot H)、Stokesの定理、

Ampèreの周回積分の法則(微分形)、
外積の説明が不明確である。 

７ 

Faradayの電磁誘導の法則、変位電

流を問題なく明確に説明できる。 
Faradayの電磁誘導の法則、変位電流

について不明確な部分があるが、比

較的明確に説明できる。 

Faraday の電磁誘導の法則、変位電

流の説明が不明確である。 

８ 

Maxwell 電磁方程式を問題なく明

確に説明できる。 
Maxwell 電磁方程式について不明確

な部分があるが、比較的明確に説明

できる。 

Maxwell電磁方程式の説明が不明確

である。 

 
 

到達目標（番号） 

到達基準 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 後期 ・ B群 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

電 気 回 路 Ⅵ 
（Electric Circuits Ⅵ） 

担当教員 枦 健一（Haji , Kenichi） 
教員室 電気電子工学科棟２階（TEL：42-9078） 
E-Mail haji@kagoshima-ct. ac. jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義・演習 ／ 学修単位〔講義Ⅰ〕 ／ １単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）+ 自学学習（60分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 電気回路理論の中の、受動２端子回路、フィルタ回路、線形回路の基本法則を学び、各種回路における現象や

定理を理解したうえで計算ができることを目標とする。 
〔本科目の位置付け〕 数学及び３年次までの電気回路の知識を必要とする。 
〔学習上の留意点〕 電気回路をより良く理解し、修得するためには、できるだけ多くの演習問題を解くことが大事である。毎回、

60分以上の予習復習を必ず行い、よく考えた上で不明な点は、速やかに質問に来ること。 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
１．受動二端子回路の性質 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

--- 後期中間試験 ---- 
 
２．フィルタ回路 
 
 
３．線形回路の基本法則と 

解法 
 
 
 
 
 
 

--- 後期期末試験 --- 
 

試験答案の返却・解説 

 
5 
 
 
 
5 
 
 
 
3 
 
 
 
 
5 
 
 
2 
 
2 
 
2 
 
4 
 
 
 
2 

 
□ ２端子回路網とインピーダンス、アドミタンスについて
説明できる。 

 
 
□ カール展開、フォスター展開を説明できる。 
 
 
 
□ 逆回路、定抵抗回路について説明できる。 
 
 
 授業項目１について達成度を確認する。 
 
□ フィルタの概要について説明できる。   
 
 
□ 網目解析、節点解析を用いて回路の解析ができる。 
 
□ 重ねの理、相反定理を用いて回路の解析ができる。 
 
□ 鳳－テブナンの定理を用いて回路の解析ができる。 
 
□ その他の定理を用いて回路の解析ができる。 
 
授業項目2～3 について達成度を確認する。 
 
試験において間違った部分を自分の課題として把握する

（非評価項目）。 

  
資料p.1-p.10 
 
 
 
資料p.11-p.23 
 
 
 
資料p.23-p.28 
 
 
 
 
資料p.70-p.76 
 
 
教科書p.63-p.65 
 
教科書p.66-p.67 
 
教科書p.68-p.69 
 
教科書p.70-p.71 

〔教科書〕 「電気回路」 大下眞二郎著  共立出版 授業時、配布資料 
〔参考書・補助教材〕 「電気回路（２）回路網・過渡現象編」 安部鍼一 他著 コロナ社 
〔成績評価の基準〕中間及び定期試験成績(70％)+小テスト・レポート(30％) 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-c 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-3 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(d)(1) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (4)② 

Memo  

 

 

 

 
 



 

到 達 目 標 

１．カール展開、フォスター展開を説明できる。 
２．フィルタの概要について説明できる。 
３．線形回路の基本法則を用いて解析できる。 
 

 
理想的な到達レベル 標準的な到達レベル 要学習レベル 

１ 

リアクタンス関数をカール展開ま

たはフォスター展開してリアクタ

ンス回路を設計でき、共振・反共

振周波数について説明できる。 

リアクタンス関数をカール展開また

はフォスター展開してリアクタンス

回路を設計できる。 

リアクタンス関数をカール展開ま

たはフォスター展開してリアクタ

ンス回路を設計できない。 

２ 

フィルタ回路の通過域と減衰域に

おける位相定数や減衰定数につい

て説明できる。 

フィルタ回路の通過域と減衰域を説

明できる。 
フィルタ回路の通過域と減衰域を

説明できない。 

３ 

対象となる回路に対して幾つかの

線形回路の基本法則を駆使して解

析ができる。 

各種回路に対して適切な線形回路の

基本法則の現象を説明でき、各法則

を用いて解析ができる。 

各種回路に対して線形回路の基本

法則の現象が理解できず、適切な法

則を用いて解析ができない。 

 
 

到達目標（番号） 

到達基準 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 4年次 ・前期 ・B群 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

電 子 回 路 Ⅲ 
（Electoronic Circuits Ⅲ） 

担当教員 井手 輝二（Ide , Teruji） 
教員室 電気電子工学科棟３階（TEL：42-9018） 
E-Mail t-ide＠kagoshima-ct.ac.jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位 〔講義Ⅰ〕 ／ 1単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋ 自学自習（60分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕各種電力増幅回路・直流電源回路・高周波増幅回路の構成と動作および回路解析法を習得し，回路の動作原理・

構成法について説明できる能力を養うことを目標とする． 
〔本科目の位置付け〕いろいろな電子回路や電気通信・デジタル回路を習得する上で必要である． 
〔学習上の留意点〕３・４年次の電子回路 Ⅰ を習得していることが必要である．プリントを必要に応じて配布する．講義内容を

説明できるために，毎回60分程度の予習と復習を必ず行い，さらに演習や与えられた課題に取り組むこと． 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
１．直流電源回路の基本構成 
２．整流回路 
 
 
３．平滑回路 
４．安定化回路 
 
５．直流安定化電源回路 
 
 
６．スイッチング 

レギュレータ 
７．低周波電力増幅回路 
８．Ａ級シングルＰＡ 
 
 

--- 前期中間試験 --- 
 
９．Ｂ級ＰＰ．ＰＡ 
 
 
10．電力増幅用ＩＣ 
11．放熱器 
12．高周波増幅回路 
 
 
 
 
13．広帯域増幅回路 
 

--- 前期期末試験 --- 
 

試験答案の返却・解説 

4 
 
 
 
2 
1 
 
1 
 
 
2 
 
2 
2 
 
 
 
 
4 
 
 
1 
1 
6 
 
 
 
 
2 
 
 
 
2 

□ 直流安定化電源回路をブロック図で説明できる． 
□ 半波・両波整流回路，整流波形の実効値・平均値，整
流効率，整流波形のフーリエ展開式を導き，計算でき

る． 
□ コンデンサ入力形，π形を説明できる． 
□ ツェナーダイオード・トランジスタの安定化回路の動作
と原理を説明できる． 

□ 制御方式安定化回路，誤差アンプ，検出回路を把握
し，安定化電源回路と放熱板の設計ができる． 

□ ３端子/４端子レギュレータの使用法を説明できる． 
□ 回路構成と動作を説明できる． 
 
□ Ａ級/Ｂ級/Ｃ級電力増幅回路と特徴を説明できる． 
□ Ａ級シングルＰＡの回路構成と動作を説明でき，出力

電力と電力効率，コレクタ損失の式を求め，計算できる． 
 
授業項目1～8について達成度を確認する． 
 
□ Ｂ級ＰＰ．ＰＡとＯＴＬ Ｂ級ＰＰ．ＰＡの回路構成と動作を

説明でき，出力電力と電力効率，コレクタ損失を計算で

きる． 
□ 電力増幅用ＩＣの使い方を説明できる． 
□ 放熱器の設計が出来る． 
□ Ｔ形等価回路, α遮断周波数と遮断周波数，π形等価
回路とｙパラメータ，無負荷Ｑと負荷Ｑ，帯域幅，最大有

効電力利得，コイルの挿入損失と不整合損失，高周波

増幅回路の安定化，中和コンデンサ等，高周波増幅回

路の解析について説明でき，理論式の導出が出来る． 
□ 広帯域増幅回路の動作を説明できる． 
 
授業項目9～13について，達成度を確認する． 
 
各試験において間違った部分を自分の課題として把握す

る（非評価項目）． 

 教科書：pp.129-134 
プリント(事前配布)の内容 
 
 
教科書：pp.134-139 
プリント(事前配布)の内容 
 
教科書：pp.139-141 
プリント(事前配布)の内容 
 
プリント(事前配布)の内容 
 
教科書：pp.72-75 
プリント(事前配布)の内容 
 
 
 
 
教科書：pp.75-83 
プリント(事前配布)の内容 
 
教科書：pp.83-84 
 
教科書：pp.33-40 
プリント(事前配布)の内容 
 
 
 
プリント(事前配布)の内容 

〔教科書〕「電子回路基礎」 著者：根岸 照雄, 中根 央, 高田 英一 出版社：コロナ社 
〔参考書・補助教材〕授業時配布プリント 
〔成績評価の基準〕中間試験および期末試験成績(70%)＋小テスト又はレポート(30%)－受講態度(上限15%) 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-c 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-3 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(d)(1) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (4)② 

Memo  

 
 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 前期 ・ B群 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

デ ジ タ ル 回 路 
（Digital Circuits） 

担当教員 奥 高洋（Oku , Takahiro） 
教員室 電気電子工学科棟２階（TEL：42-9079） 
E-Mail oku@kagoshima-ct. ac. jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義・演習 ／ 学修単位〔講義Ⅱ〕 ／ ２単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋ 自学自習（210分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 基本的なパルス回路および各種 FF の特徴や動作および設計法の理解・習得を目標とする．さらに，これらを

用いた各種デジタル回路の構成や動作および設計法の理解・習得も目指す． 
〔本科目の位置付け〕 コンピュータに代表されるデジタル機器・回路の基本的な構成や動作原理を理解する上で重要である． 
〔学習上の留意点〕 ３年次の論理回路の理解が必須であり，既習内容については随時復習をしておくこと．さらに，毎回授業項

目についての予習を100分程度，またレポート課題取組等の復習を100分程度，合計210分以上の自学自習が必要である． 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
１．デジタル IC 
1) 論理回路とゲート IC 
（復習） 

 
 
2) その他の IC 
 
２．フリップフロップ 
1) 基本的事項 
 
 
 
 
2) RS-FF 
 
3) JK-FF 
 
4) D-FF 
 
5) D-ラッチ 
 
 
6) T-FF 
 
7) 機能変換 
 
 

--- 前期中間試験 --- 
 
３．各種順序回路 
1) レジスタ 
 
 
2) カウンタ 
 
 
 
 
 
 

 
 
1 
 
 
 
1 
 
 
1 
 
 
 
 
2 
 
2 
 
2 
 
2 
 
 
1 
 
2 
 
 
 
 
 
4 
 
 
4 
 
 
 
 
 
 

 
 
□ 各ゲート素子を，論理式, MIL記号, 真理値表, カル
ノー図等で表現できる． 
□ ゲート素子を用いて，各種組み合わせ論理回路を設
計できる． 
□ シュミットトリガ ICやスリーステート IC について説明
できる． 

 
□ FF の次の出力は入力と現在の出力状態で決まり，そ
の入出力関係を状態遷移表, タイミングチャート, 特性
方程式等を用いて各々記述できる． 
□ FF にはクロック入力端子を持たない非同期式とそれ
を持つ同期式があることを説明できる． 
□ RS-FF の動作を理解し，状態遷移表, タイミングチャ
ート, 特性方程式等で各々記述できる． 
□ JK-FF の動作を理解し，状態遷移表, タイミングチャ
ート, 特性方程式等で記述できる． 
□ D-FFの動作を理解し，状態遷移表, タイミングチャー
ト, 特性方程式等で記述できる． 
□ D-ラッチの動作および D-FF との違いを説明できる．
また，D-FF状態遷移表, タイミングチャート, 特性方程
式等で記述できる． 
□ T-FF の動作を理解し，状態遷移表, タイミングチャー
ト, 特性方程式等で記述できる． 
□ JK-FFあるいはD-FFを用いて他のFFの機能を実現
できることを理解し，JK ⇒ D,T，D ⇒T の変換がで
きる． 
授業項目１～２について達成度を確認する． 
 
 
□ レジスタの機能や特徴等を説明できる． 
□ D-FFの縦続接続でシフトレジスタが実現できることを
説明できる． 
□ 各種カウンタの種類, 機能, 特徴等を説明できる． 
□ T-FFの n 個縦続接続で 2n 進カウンタが実現できる
ことを説明できる． 
□ T-FFの縦続接続とリセット回路の組み合わせで n 進
カウンタが実現できることを説明できる． 
□ 非同期式カウンタは遅延が重畳されるのに対して，
同期式は遅延が揃うことを説明できる． 

 
＞＞＞ 次頁へつづく ＞＞＞ 

 

  
 
・「論理回路」に関する事項全

般 
 
 
・配布するプリントの内容 
 
 
・教科書：pp.97-105 
 
 
 
 
・教科書：pp.105-109 
 
・教科書：pp.109-112 
 
・教科書：pp.113-114 
 
・配布するプリントの内容 
 
 
・教科書：pp.112-113 
 
・配布するプリントの内容 
 
 
 
 
 
・教科書：pp.114-117 
・配布するプリントの内容 
 
 
・教科書：pp.117-124 
・配布するプリントの内容 
 
 
 
 
 

 



   
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
 
 
３．各種順序回路（続き） 
3) その他のデジタル回路 
 
 
４．パルス回路 
1) パルス波 
 
2) マルチバイブレータ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3) 波形変換回路 
 
 
4) タイミング回路 
 
5) 波形変換回路 
 
 

--- 前期期末試験 --- 
 

試験答案の返却・解説 
 

 
 
 
 
1 
 
 
 
1 
 
1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 
 
 
1 
 
1 
 
 
 
 
2 
 

 
＞＞＞ 前頁からのつづき ＞＞＞ 

 
 
□ マルチプレクサやデコーダ, エンコーダ等の様々な
種類のデジタル回路があることを説明できる． 

 
 
□ パルス波（特に方形波）について，その特徴等を説
明できる． 
□ 単一方形波を発生させる回路の一例として単安定マ
ルチバイブレータがあることを知り，様々な素子や IC
による構成および動作原理を説明できる． 
□ 単安定マルチで発生する単一方形波のパルス幅
が，時定数CR で決定されることを説明できる． 
□ 連続方形波を発生させる回路の一例として無安定マ
ルチバイブレータがあることを知り，様々な素子や IC
による構成および動作原理を説明できる． 
□ 無安定マルチで発生する連続方形波の周期やパル
ス幅が，時定数CR で決定されることを説明できる． 
□ トリガが入力によって２つの安定状態(１/０)間で出力
を変化させる回路が双安定マルチバイブレータ(フリッ
プフロップ)であることを説明できる．また，その構成と
動作原理を説明できる． 
□ 受動素子（R, L, C ）回路のパルス応答波形における
サグ, オーバーシュート, 立ち上がり時間, 立ち下がり
時間等を求めることができる． 
□ ポジティブエッジおよびネガティブエッジ検出回路構
成を理解し，タイミングチャートを作成できる． 
□ ダイオードを用いたクリッパ，スライサ，クランパの回
路構成および波形整形回路としての動作を説明でき

る． 
授業項目３～４について達成度を確認する． 
 
試験において間違った部分を自分の課題として把握す

る（非評価項目）． 
 

  
 
 
 
・配布するプリントの内容 
 
 
 
・配布するプリントの内容 
 
・配布するプリントの内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「電気回路」における過渡現

象に関する事項 
 
・配布するプリントの内容 
 
・「電子回路」におけるダイオ

ードに関する事項 
・配布するプリントの内容 
 
 
 

〔教科書〕 「電子計算機概論」，著者：新保 利和，松尾 守之，出版社：森北出版 
〔参考書・補助教材〕 適宜，プリントを配布 
〔成績評価の基準〕 中間試験および期末試験成績の平均（70％） + レポート / 演習等の平常点（30％） 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-c 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-3 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(d)(1)，基準2.1(1)② 
〔教育プログラムの科目分類〕 (3)② 

Memo  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 後期 ・ B群 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

電 子 計 算 機 
（Electronic Computer） 

担当教員 今村 成明（Imamura , Nariaki） 
教員室 電気電子工学科棟２階（TEL：42-9022） 
E-Mail n-imamu ※最後に@kagoshima-ct.ac.jpを付けて下さい． 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅱ〕／ 2単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋自学自習（210分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 ハードウェアのみならず，オペレーティングシステム，システムソフトウェアおよびネットワークまでを含め

た広義の電子計算機システムの基礎的な事項について学ぶ． 
〔本科目の位置付け〕 3年生までに学習してきた情報基礎，情報処理の知識を必要とする． 
〔学習上の留意点〕 講義内容をよく理解するために，毎回，教科書等を参考に105分程度の予習をしておくこと．また，講義終

了後は，復習として105分以上，演習問題等の課題に取組むこと．疑問点があれば，その都度質問すること． 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
1．計算機システムの動作

と構造 
 
 
2．数や記号の表現 
 
 
 
 
 
 
3．CPU 
 
 
 
 
 
 
 
4．記憶システム 
 
 
 

--- 後期中間試験 --- 
 
 
5．入出力制御 
 
 
 
 
 
 
6．オペレーティング 
システム 

 
 
 
 
 
 

 
2 
 
 
 
4 
 
 
 
 
 
 
6 
 
 
 
 
 
 
 
4 
 
 
 
 
 
 
2 
 
 
 
 
 
 
6 
 
 
 
 
 

 
□ コンピュータの内部構造と各部の基本的動作を説明で
きる． 

 
 
□ 2進数，10進数，16進数の相互変換方法，正と負の整
数表現方法，固定小数点と浮動小数点の表現方法を理

解し，応用できる． 
□ 算術演算アルゴリズムについて説明できる． 
□ 文字や記号の表現方法を説明できる． 
 
 
□ フォン・ノイマン型コンピュータの特徴とノイマンズ・ボト
ルネックについて説明できる． 
□ CPUの基本的な動作について説明できる． 
□ CPUの基本構成について各部の説明ができる． 
□ CPU の高速化技術について理解し，動作を説明でき
る． 

 
 
□ 記憶装置の種類，記憶の階層構造，キャッシュ記憶装
置，RAMの構造について図示し，説明できる． 

 
 
授業項目1～4の途中について達成度を確認する． 
 
 
□ プログラム制御方式と DMA 転送方式について理解
し，動作を説明できる． 
□ IDE，SCSI，USB などの入出力インターフェースの規
格について説明できる． 
□ 各種入出力装置の動作原理について説明できる． 
 
 
□ ソフトウェアの分類について説明できる． 
□ オペレーティングシステムと処理プログラムの役割につ
いて説明できる． 
□ プロセスとマルチタスクの概念，OS のプロセス管理の
方法について説明できる． 
□ OS の記憶管理とファイル管理の方法について説明で
きる． 

 
＞＞＞ 次頁へつづく ＞＞＞ 

  
p.1-p.10 の内容について，教
科書を読んで概要を把握し

ておく． 
 
p.41-p.55 の内容について，
教科書を読んで概要を把握

しておく． 
 
 
 
 
p.11-p.40, p.96-p.106 の内容
について，教科書を読んで

概要を把握しておく． 
 
 
 
 
 
p.64-p.81 の内容について，
教科書を読んで概要を把握

しておく． 
 
 
 
 
p.107-p.116 の内容につい
て，教科書を読んで概要を把

握しておく． 
 
 
 
 
p.117-p.124 の内容につい
て，教科書を読んで概要を把

握しておく． 
 
 

 



   
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
 
7 コンピュータネット 
ワーク 

 
 
 

--- 後期期末試験 --- 
 
試験答案の返却・解説 

 
 
4 
 
 
 
 
 
 
2 

＞＞＞ 前頁からのつづき ＞＞＞ 
 
□ LAN と WAN，OSI 参照モデル，TCP/IP プロトコルに
ついて説明できる． 
□ クライアント・サーバーシステムに用いられる各種プロト
コルの意味について説明できる． 

 
授業項目1～7について達成度を確認する． 
 
試験において間違った部分を自分の課題として把握する

（非評価項目）． 
 

  
 
p.125-p.1132 の内容につい
て，教科書を読んで概要を把

握しておく． 
 

〔教科書〕 図解 コンピュータアーキテクチャ入門 堀桂太郎 森北出版 
〔参考書・補助教材〕  
〔成績評価の基準〕中間試験および期末試験成績(75%) + レポート成績 (25%) - 授業態度(最大10%) 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-c 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-3 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(d)(1) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (2)②，(3)② 

Memo  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 後期 ・ B群 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

電 気 通 信 Ⅰ 
（Electrical CommunicationsⅠ） 

担当教員 井手 輝二（Ide , Teruji） 
教員室 電気電子工学科棟３階（TEL：42-9018） 
E-Mail t-ide＠kagoshima-ct.ac.jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅱ〕 ／ ２単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋自学自習（210分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕本科目が電気電子工学科の基礎教育科目であるため、電気通信システムの基礎的事項に重点をおきそれを十分に

説明できるために、その技術の応用力を養うこと．さらに、最近の電気通信システムの全貌を包括的、かつ系統的に説明できる能

力を養うことを目標とする． 
〔本科目の位置付け〕数学、電子回路および電子計算機などの科目の基本的な知識の習得を必要とする．また、本科目は電気通信

Ⅱと関連がある． 
〔学習上の留意点〕講義において、キーポイントをつかむこと．参考書などもよく利用し、教科書又は配布するプリントの内容を

深く把握し、説明できるよう学習すること．また、講義内容をよく把握し、説明できるために，１回の授業について，予習復習を

210分以上行い，さらに演習問題等の課題に取組むこと． 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
１．伝送方式 
 
 
２．基本構成 
 
 
 
 
３．プロトコル 
 
 
４．交換システム 
 

---後期中間試験--- 
 
５．アナログ変調 
 
 
６．ディジタル変調 
 
 
 
７．通信における各種雑音 
 

---後期末試験--- 
 

試験答案の返却・解説 

 
4 
 
 
4 
 
 
 
 
4 
 
 
2 
 
 
 
6 
 
 
6 
 
 
 
2 
 
 
 
2 
 

 
□ アナログ伝送とディジタル伝送、ベースバンド伝送方式

(符号化の要件と特徴)を説明できる． 
 
□ 通信システムの基本構成、通信網の形態(ネットワー

クトポロジ)、双方向通信(単方向通信, 半二重通信,全
二重通信)及び複信方式(周波数分割,時分割)について

説明できる． 
 
□ OSI 参照モデルの通信規約（プロトコル）の各レイヤに

ついて説明できる． 
 
□ 交換と基本機能、交換の種類について説明できる．  
 
授業項目1～4 について達成度を確認する． 
 
□ 振幅変調、角度変調について、その原理式を導出で

き、変復調回路の動作を説明できる． 
 
□ ディジタル変調(ASK, FSK, PSK)について、その原理

式を導出でき、変復調回路の動作を説明できる． 
 
 
□ 雑音指数と等価雑音温度について説明できる． 
 
授業項目5～7 について達成度を確認する． 
 
試験において間違った部分を自分の課題として把握する

（非評価項目）． 
 

  
左記内容(教科書の該当ペ

ージを読んで概要を把握

しておくこと。) 
左記内容(教科書・参考書

の該当ページを読んで概

要を把握しておくこと。) 
 
 
左記内容(教科書・参考書

の該当ページを読んで概

要を把握しておくこと。) 
左記内容(教科書・参考書

の該当ページを読んで概

要を把握しておくこと。) 
 
左記内容(教科書・参考書

の該当ページを読んで概

要を把握しておくこと。) 
左記内容(教科書・参考書

の該当ページを読んで概

要を把握しておくこと。) 
 
左記内容(教科書・参考書

の該当ページを読んで概

要を把握しておくこと。) 
 
 

〔教科書〕通信工学概論 山下・中神共著 森北出版 
〔参考書・補助教材〕通信工学通論 畔柳功芳・塩屋光共著 コロナ社 
〔成績評価の基準〕中間試験および期末試験成績(70％)＋小テスト・レポート(30％)－授業態度（上限15％） 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-c 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-3 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(d)(1)   
〔教育プログラムの科目分類〕 (4)② 

Memo  

 

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 4年次 ・ 前期 ・ B群 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

発 変 電 工 学 
(Power Generating Engineering) 

担当教員 中村 格 (Nakamura, Itaru) 
教員室 電気電子工学科棟1階 (Tel. 42-9076) 
E-Mail i_naka@kagoshima-ct.ac.jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅰ〕 ／ 1単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋ 自学自習（60分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 水力発電および変電に関する基礎事項、主要機器の構造、特性、制御方法等を説明できる。また、実用化、環

境問題、経済性の面から説明できる。 
〔本科目の位置付け〕 電気回路、電気機器、物理、応用物理の基礎知識を必要とする。また、5 年次において送配電工学 I･II を
履修するにあたっては、本科目を履修する事が望ましい。 
〔学習上の留意点〕 講義の内容をよく説明できるために、毎回、予習や演習問題等の課題を含む復習として、210 分以上の自学

自習が必要である。発展した説明ができるよう適宜レポートを課すので、真剣に取り組む事。疑問点があれば，その都度質問する

事。また折に触れ、地域での使用事例についても講義するので、よく説明できる事。 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
１．生活に欠かせない電気 

エネルギー・環境とエネ

ルギー・わが国の電気エ

ネルギー事情 
 
 
 
 
 
 
２．水力学と水力発電の 

基礎計算 
 
 
 
３．水力発電所の形成と 

河川利用 
 
 
４．落差のとり方と発電形式 
 
 
 
５．流量のとり方と発電形式 
 
 
 
６．発電用水力土木設備 
 
 
 
７．水車の種類と構造 
 
 
 
８．水車の選定と調速設備 

 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
 
３ 
 

 
□ (1) 電気エネルギーの長所について説明できる。 
 
 
□ (2) 電源構成とエネルギー、地球温暖化対策と省エネ

ルギーについて説明できる。 
 
□ (3) 年負荷率、年負荷率の向上策について説明でき

る。 
 
 
□ (1) 連続の定理、ベルヌーイの定理、一般水力発電の

理論出力、揚水発電の理論入力について説明でき

る。 
 
 
□ (1) 流出係数、流況曲線について説明できる。 
 
 
 
□ (1) 落差のとり方と発電形式について説明できる。 
 
 
 
□ (1) 流量のとり方と発電形式について説明できる。 
 
 
 
□ (1) 取水設備、導水路設備、水圧管路、放水路設備に

ついて説明できる。 
 
 
□ (1) 水車の種類、衝動水車の構成、反動水車の構成に

ついて説明できる。 
 
 
□ (1) 水車の比速度、水車発電機の同期速度、揚水発電

用ポンプ水車の比速度、水車の無拘束速度、水車

効率、調速機、速度変動率、速度調定率について

説明できる。 
 

＞＞＞ 次頁へつづく ＞＞＞ 
 

  
・授業項目について、教科書

pp.2-4、参考書等により概要
を把握しておく。 
・授業項目について、教科書

pp.19-22、参考書等により概
要を把握しておく。 
・授業項目について、教科書

pp.24-28、参考書等により概
要を把握しておく。 
 
・授業項目について、教科書

pp.31-36、参考書等により概
要を把握しておく。 
 
 
・授業項目について、教科書

pp.36-37、参考書等により概
要を把握しておく。 
 
・授業項目について、教科書

p.38、参考書等により概要を
把握しておく。 
 
・授業項目について、教科書

pp.38-40、参考書等により概
要を把握しておく。 
 
授業項目について、教科書

pp.40-43、参考書等により概
要を把握しておく。 
 
・授業項目について、教科書

pp.43-47、参考書等により概
要を把握しておく。 
 
・授業項目について、教科書

pp.47-51、参考書等により概
要を把握しておく。 
 



   
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
 
 
 
９．水車発電機と揚水用 

発電電動機 
 
 
10．電力系統の構成 
 
 

--- 中間試験 --- 
 
11．火力発電所の基本構成 
 
 
 
12．燃焼反応と熱力学の 

基本計算 
 
 
13．汽力発電所の熱効率 
 
 
 
14．ボイラとその関連設備 
 
 
 
15．タービンとその付属設備 
 
 
 
16．タービン発電機 
 
 
 
17．原子核反応の基礎 
 
 
 
18．原子炉の連鎖反応と 

放射能 
 
 
19．原子炉と原子力発電 
 
 
 
 
20．将来の原子力発電と 

核燃料サイクル・原子力

発電所と安全運転 
 
 
 
 

 
 
 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
 
２ 
 
 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
 

 
＞＞＞ 前頁からのつづき ＞＞＞ 

 
 
□ (1) 水車発電機、短絡比と速度変動率、励磁電流と電

圧調整、揚水用発電電動機と可変速運転について

説明できる。 
 
□ (1) 電力系統の構成、変電所の定義、変電所の分類、

変電所の設備について説明できる。 
 
授業項目1～10について達成度を確認する。 
 
□ (1) 火力発電所の基本構成について説明できる。 
 
 
 
□ (1) 燃料、燃焼反応、蒸気のＰ－Ｖ線図、状態量、熱力

学の基本法則、熱サイクルについて説明できる。 
 
 
□ (1) ボイラの効率、タービンの効率、発電端熱効率、送

電端熱効率について説明できる。 
 
 
□ (1) ボイラ、ボイラの関連設備、排煙の環境対策につい

て説明できる。 
 
 
□ (1) タービンのエネルギー変換、復水装置、タービンの

速度制御について説明できる。 
 
 
□ (1) タービン発電機の構造、タービン発電機の電気特

性、タービン発電プラントの制御方式について説明

できる。 
 
□ (1) 原子質量単位、結合エネルギー、核分裂、中性子

と原子核の衝突、中性子の減速について説明でき

る。 
 
□ (1) 中性子による連鎖反応、放射能、半減期、線源強

度について説明できる。 
 
 
□ (1) 原子炉の基本構成、原子炉の種類について説明

できる。 
 
 
 
□ (1) 将来の原子力発電、核燃料サイクルについて説明

できる。 
 
□ (2) 安全運転と保守について説明できる。 
 
 

＞＞＞ 次頁へつづく ＞＞＞ 

  
 
 
 
・授業項目について、教科書

pp.51-56、参考書等により概
要を把握しておく。 
 
・授業項目について、教科書

pp.142-143、参考書等により
概要を把握しておく。 
 
 
・授業項目について、教科書

pp.57-61、参考書等により概
要を把握しておく。 
 
・授業項目について、教科書

pp.61-73、参考書等により概
要を把握しておく。 
 
・授業項目について、教科書

pp.74-75、参考書等により概
要を把握しておく。 
 
・授業項目について、教科書

pp.76-82、参考書等により概
要を把握しておく。 
 
・授業項目について、教科書

pp.82-90、参考書等により概
要を把握しておく。 
 
・授業項目について、教科書

p.90-93、参考書等により概要
を把握しておく。 
 
・授業項目について、教科書

pp.95-106、参考書等により概
要を把握しておく。 
 
・授業項目について、教科書

pp.106-108、参考書等により
概要を把握しておく。 
 
・授業項目について、教科書

pp.108-114、参考書・補助教
材等により概要を把握してお

く。 
 
・授業項目について、教科書

pp.114-117、参考書等により
概要を把握しておく。 
・授業項目について、教科書

pp.117-118、参考書等により
概要を把握しておく。 
 
 



 
 
 
21．太陽光発電 
 
 
 
22．風力発電 
 
 
 
23．燃料電池 
 
 
 

--- 期末試験 --- 
 

試験答案の返却・解説 
 

 
 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
２ 

 
＞＞＞ 前頁からのつづき ＞＞＞ 

 
□ (1) 太陽光発電の動作原理について説明できる。 
 
 
 
□ (1) 風車の回転エネルギーについて説明できる。 
 
 
 
□ (1) 燃料電池の動作原理について説明できる。 
 
 
 
授業項11～23について達成度を確認する。 
 
試験において間違った部分を自分の課題として把握す

る (非評価項目) 。 

 

 
 
 
・授業項目について、教科書

pp.121-126、参考書等により
概要を把握しておく。 

 
・授業項目について、教科書

pp.126-131、参考書等により
概要を把握しておく。 
 
・授業項目について、教科書

pp.131-136、参考書等により
概要を把握しておく。 
 
 
 
 

〔教科書〕 電気エネルギー工学概論 西嶋喜代人・末廣純也著 朝倉書店 
〔参考書・補助教材〕 発変電工学入門 矢野隆・大石隼人著 森北出版 

           電気エネルギー工学通論 原雅則編著 電気学会・オーム社 
           基礎原子力工学 五十嵐一男監修 (独)国立高等専門学校機構 

〔成績評価の基準〕中間試験および期末試験(70%)＋レポート(30%)－受講態度(上限20%) 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-c 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-3 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(d)(1) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (4)② 

Memo  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 後期 ・ B群 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

エ ネ ル ギ ー 変 換 工 学 
（Energy Conversion Engineering） 

担当教員 樫根 健史（Kashine , Kenji） 
教員室 電気電子工学科棟２階（TEL：42-9075） 
E-Mail kashine  ※＠ kagoshima – ct . ac . jpを付けてください． 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅰ〕 ／ １単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90分）＋自学自習（60分）〕×15回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 様々なエネルギー源から電気エネルギーを得る方法として，太陽光発電,燃料電池,風力発電などのクリーンエ

ネルギーシステムについて理解する． 
〔本科目の位置付け〕 地球温暖化が問題となっている現在において重要性が増しているクリーンエネルギー技術と，それに付随

する分散型エネルギーシステムについて学習する． 
〔学習上の留意点〕 本科目は講義（授業形式）の科目である．４年次の発変電工学および低学年次の物理/化学において学習した内

容を，随時復習をしておくこと．さらに授業要目についての予習/復習はもちろん，レポート等の課題に取り組むなどして，毎回60 分以上

の自学自習をしておくことが必要である．また電気・電子工学を学ぶ者として，環境への配慮を意識して受講して欲しい． 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
1.エネルギー変換技術の概

要 
 
 
 
 
2.力学的エネルギーとエネ

ルギー保存 
 
 
 
3.熱エネルギーとエネルギ

ー保存 
 
 
4.熱流体機器におけるエネ

ルギー変換 
 
 
 

-- 後期中間試験-- 
 
 
5.核エネルギーの利用 
 1) 核反応と放射能 
 2) 各種原子力発電 

システム 
 
6.太陽光発電システム 
 
 
 
 
7.燃料電池システム 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
4 
 
 
 
 
 
4 
 
 
 
 
4 
 
 
 
4 
 
 
 
 
 
 
 
2 
 
 
 
 
2 
 
 
 
 
4 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
□ エネルギー変換技術について，その概要を説明するこ
とができる． 
□ エネルギーに関係する各種物理量の単位について説
明できる． 
□ エネルギー変換効率の算出方法を説明できる． 
 
□ 運動エネルギーとポテンシャルエネルギー，力学的エ
ネルギー保存則について説明できる． 
□ ベルヌーイの定理を流体機械などの解析に適用し，必
要な物理量を求めることができる． 
 
□ 熱力学の第一法則，第二法則を説明できる． 
□ 気体の内部エネルギーについて説明できる． 
□ 熱効率を説明できる． 
 
□ 熱機関と熱サイクルの概要を説明できる． 
□ 様々な熱サイクルのエネルギー変換効率を求めること
ができる． 
□ ヒートポンプの構造と動作原理を説明できる． 
 
項目1～4に対して達成度を確認する． 
 
 
□ 核分裂，臨界，放射能について説明できる 
□ 原子炉の種類と構造，安全対策について説明できる． 
□ 核燃料サイクルについて説明できる． 
□ 核融合反応の概念について説明できる． 
 
□ 黒体放射，太陽光のエネルギーについて説明できる． 
□ 半導体の光吸収，pn 接合の光起電力について説明で
きる． 
□ 各種太陽電池とその応用について説明できる． 
 
□ 電気化学(電極)反応，電気分解と逆反応について説明
できる． 
□ ギブスの自由エネルギーと燃料電池の理論効率につ
いて説明できる． 
□ 各種燃料電池システムおよび，コジェネレーションシス
テムについて説明できる． 

 
＞＞＞次頁へつづく＞＞＞ 

 

  
教科書p.13-p.19，p.80-p.90の
内容について，概要を把握し

ておく． 
 
 
 
教科書 p.91-p.103 ， p.169- 
p.177 の内容について，概
要を把握しておく． 

 
 
教科書 p.200-p.214の内容に
ついて，概要を把握してお

く． 
 
教科書 p.214-p.222の内容に
ついて，概要を把握してお

く． 
 
 
 
 
 
教科書 p.401-p.415の内容に
ついて，概要を把握してお

く． 
 
 
教科書 p.373-p.381の内容に
ついて，概要を把握してお

く． 
 
 
左の項目について，図書館

の文献などを使って概要を

把握しておく． 
 
 
 
 
 
 



 
 
8.その他のエネルギー変換

技術 
 
 
 

-- 後期期末試験-- 
 
試験答案の返却・解説 

 
 
4 
 
 
 
 
 
 
2 
 

＞＞＞前頁からのつづき＞＞＞ 
 

□ MHD発電の概要を説明できる． 
□ 風力，地熱，海洋，バイオマスの各エネルギーの利用
技術について，それぞれの概要を説明できる． 
□ エネルギーハーベスティングの概要を説明できる． 
 
項目5～8に対して達成度を確認する． 
 
試験において間違った部分を自分の課題として把握する

（非評価項目）． 

 
 
左の項目について，図書館

の文献などを使って概要を

把握しておく． 
 

〔教科書〕 Schaum's outlines Physics for engineering and science [3rd ed.],  Michael E. Browne, McGraw-Hill Education 
〔参考書・補助教材〕 「基礎エネルギー工学」 桂井 誠 著  数理工学社 

適宜，演習問題及び補足説明用のプリントを配布． 
〔成績評価の基準〕 中間および期末試験の平均(80％) ＋ レポート(20％) 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-c 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-3 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(d)(1) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (4)② 

Memo  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 前期 ・ B群 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

創 造 実 習 Ⅰ 
（Creative Practices Ⅰ） 

担当教員 須田 隆夫（Suda , Takao） 
逆瀬川栄一（Sakasegawa , Eiichi） 
前薗 正宜（Maezono , Masaki） 

教員室 須 田： 電気電子工学科棟３階（TEL：42-9070） 
逆瀬川：電気電子工学科棟３階（TEL：42-9073） 
前 薗： 電気電子工学科棟１階（TEL：42-9071） 

E-Mail 須 田： suda＠kagoshima-ct.ac.jp 
逆瀬川：sakasegw＠kagoshima-ct.ac.jp 
前 薗： maezono＠kagoshima-ct.ac.jp 

教育形態／単位の種別／単位数 実験・実習 ／ 履修単位 ／ １単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（90 分）〕× 15 回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 電気電子系の技術では必須の要素となった、組込マイコン技術を学び、後期の創造実習Ⅱでのものづくりに利

用できるようにする。Ｃ言語による開発環境を使いこなせるようにすることは言うまでもなく、特に I/O制御、ＡＤ変換、割込み

制御、ＰＷＭ等を使えるようにする。また、必要な資料を自ら探索し、チームで議論、試行錯誤をしながら問題解決を行っていく

こと、さらに自分たちの問題解決の方法、結果等について説明する能力を身に付ける事も目標とする。 
〔本科目の位置付け〕 創造実習Ⅰ・Ⅱでは、ものづくりを通して、講義や他の実験・実習により修得した理論と技術要素を応用

して問題解決を図ることを最終目的とする。後期のⅡにおいては、学生自ら課題設定し、仕様策定、設計、製作、評価を行う。Ⅰ

では、その準備として、電子系ものづくりで必須となる組込マイコン技術について、様々な課題の実現を通して身に付ける。 
〔学習上の留意点〕 通常の実験・実習とは異なり、実験指導書に基づいて作製・測定を行うだけではなく、与えられた資料を元

に、チームで課題の解決を図る。そのために参考書による自学自習や、インターネットを利用した事前の情報収集などが必要とな

る。実習中に学生一人ひとりに、口頭試問を行い評価の一部とするので、実習班全員が内容を理解してプログラム開発ができるよ

うに努力する事。レポートは実習課題[1]～[3]について各自が提出すること。課題[3]については班ごとに結果説明を行い、これも

評価するので留意する事。また、夏季休暇中に創造実習Ⅱの創作課題について、各自で事前調査することが望ましい。 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
１．実習内容説明と 

組込マイコンについて 
 1.1 組込マイコンシステム

の概要と本実習の内容 
 
 
 
 
 
 
 1.2 Ｈ８マイコンの概要 
 
 
 
 
 
２．組込マイコン応用実習 
 2.1 アセンブラよる 

プログラムの作製 
 
 
 
 
 
 2.2 C言語による 

組込プログラムの開発 
  実習課題［０］ 
 
 

 
 
 
2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 
 

 
 
 
□ 本実習の位置づけを理解し、創造実習Ⅱとの関連を
説明できる。 
□ 組込マイコンとはどのようなものかを説明できる。 
 
□ 代表的なCPUアーキテクチャ、アドレス方式、レジス
タ構成、スタックと制御の流れ等について理解し説明
できる。 

 
□ H8マイコンの基本構成、レジスタ構成、各種機能、割
込み制御について説明できる。 
□ 機械語とニーモニック、アセンブリ言語の関係を説明
できる。 

 
 
□ プログラム開発の流れを理解し、H8ニーモニックによ
るアセンブリ言語のプログラム開発ができる。 
□ AKI-H8/3694、I/Oボード、アセンブラの利用法を理
解し、アセンブリ言語によるLED点滅プログラムを作成
できる。 
□ アセンブリ言語による割込みプログラムを作成でき
る。 

 
 
 
□ 開発環境ルネサスHEWによりＣ言語によるプログラ
ム開発ができる。 
□ Ｃ言語によるLED点滅プログラムを作製できる。 
□ 割込みプログラムの開発手法を理解しこれを利用し
たプログラムを作製できる。 

 
＞＞＞ 次頁へつづく ＞＞＞ 

 

  
 
 
３年次の電気電子工学実験

Ⅲでのマイクロコンピュータ

実験の内容を復習しておく。 
 
 
 
 
 
配布資料を読んでおく。 
 
 
 
 
 
実習指導書の該当部分を読

んでおく。 
 
 
 
 
 
 
 
実習指導書の該当部分を読

んでおく。 
Ｃ言語について情報処理の

教科書で復習する。 
 

 



   
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
 
 
 
  実習課題［１］ 
 
 
 
 
 
 
 
  実習課題［２］ 
 
 
 
 
  実習課題［３］ 
 
 
 
 
３．後期の創作課題の検討 
 
 
 
 

 
 
 
 
8 
 
 
 
 
 
 
 
6 
 
 
 
 
6 
 
 
 
 
2 
 

 
＞＞＞ 前頁からのつづき ＞＞＞ 

 
 
□ 実習用LCD搭載H8マイコンボードの回路構成、機能
を理解し、作製できる。 

□ 液晶キャラクタディスプレイ（LCD）の機能を理解し、
与えられたLCD制御用関数を元に任意の文字を表示
するプログラムを作製できる。 

□ LCD表示とI/Oポート出力機能の応用プログラムを作
製できる。 

 
□ AD変換について理解し、入力電圧をLCDに表示す
るプログラムを作製できる。 
□ AD変換機能を応用した課題プログラムを作成できる
。 

 
□ PWM出力について理解し、任意の出力電圧（平均
電圧）を出力するプログラムを作製できる。 
□ PWMを応用した課題プログラムを作製できる。 
 
 
□ 入手可能な様々な基本センサ（光、音）、機能素子
（距離センサ、加速度センサ、ジャイロセンサ）、モータ
ードライバ等について学習し、それらを利用した新た
な機能実現の構想を簡単なレポートにまとめることが
できる。 

 

 
 

 
 
 
 
実習指導書の該当部分を読

んでおく。 
与えられているＬＣＤモジュ

ールの資料、ＬＣＤ制御用関

数のソースプログラムをプリン

トアウトする等して内容を把握

しておく。 
 
実習指導書の該当部分を読

んでおく。ＡＤ変換について

参考書等で調べておく。 
 
 
実習指導書の該当部分を読

んでおく。ＰＷＭについて参

考書等で調べておく。 
 
 
技術系雑誌の記事やWebか
ら、各種センサ、モータードラ

イバについて調べておく。 
 
 

〔教科書〕 創造実習Ⅰ実習教本（担当者により作成したもの） 
〔参考書・補助教材〕 島田義人編「H8/Tinyマイコン 完璧マニュアル」（CQ出版）、 
           藤沢幸穂著「H8マイコン完全マニュアル」（オーム社）、トランジスタ技術の関連記事等 
〔成績評価の基準〕 
  レポート（実習課題［1］～［3］ごとに提出）（７０%）＋実習取組み状況（実習中の口頭試問）（３０％） 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 2-a , 3-d 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-3 
〔JABEEとの関連〕  基準1(2)(d)(2) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (4)② 

Memo  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 後期 ・ B群 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

創 造 実 習 Ⅱ 
（Creative Practices Ⅱ） 

担当教員 須田 隆夫（Suda , Takao） 
今村 成明（Imamura, Nariaki） 
逆瀬川栄一（Sakasegawa , Eiichi） 
前薗 正宜（Maezono , Masaki） 
枦 健一（Haji , Kenichi） 

教員室 須田，逆瀬川： 電気電子工学科棟３階 
今村，枦 ：電気電子工学科棟２階 
前薗： 電気電子工学科棟１階 

E-Mail 須 田： suda 今村：n-imamu 逆瀬川：sakasegw 
前 薗： maezono 枦 ：haji  
 ※＠kagoshima-ct.ac.jp を付けて下さい． 

教育形態／単位の種別／単位数 実験・実習 ／ 履修単位 ／ ２単位 
週あたりの学習時間と回数 〔授業（180 分）〕× 15 回  ※適宜，補講を実施する 
〔本科目の目標〕 前期の創造実習Ⅰで学習した組込マイコン技術を中核に、自ら発案した新たな機能を実現する装置の製作を行

う。これまでの講義、実験実習で修得した様々な知識を組み合わせ、経費・時間・利用可能機材など限られた条件下での問題解決

を通して以下の能力を習得する。 
１．文献や資料を検索し、必要な情報を抽出する能力 
２．数学、自然科学、情報技術、電気・電子工学の専門知識を用いて収集した情報を分析し、問題解決に応用できる能力 
３．自主的に計画立案し、継続的に学習する能力 

 ４．成果をまとめ上げ、プレゼンテーションする能力 
 ５．チーム内において自己の果たすべき役割や周囲への働きかけを的確に判断し実行する能力 
〔本科目の位置付け〕 講義による知識の習得、実験実習によるその確認という学習方法とは異なる、問題解決型の学習法（PBL：
Project Based  Learning）による実験・実習である。 
〔学習上の留意点〕4，5名のチームごとに製作を行う。チーム編成は前期の製作課題の希望調査をもと行うので、当初にチームご

とに製作課題の具体化・設定を行うこと。仕様策定から初期設計段階で十分な検討がなされることが重要である。経費や部品の入手可

能性に留意すること。試作、実験に必要な学習・調査は実習時間の事前に行っておくこと。適宜、担当教員に進捗状況を報告して助言を

求めること。本科目の目標をよく理解し、問題解決のために自ら、調査、試作、実験を行い、グループで議論し、課題の実現を目指すこと

が最も重要である。 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
１．実習内容説明と製作課題

の具体化 
 
 
 
 
 
２．仕様書作成と概要設計 
 
 
 
 
 
３．実験・試作 
 
 
 
 
 
 

 
4 
 
 
 
 
 
 
4 
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□ 本実習の位置づけ、実習内容ついて理解し、仕様書作

成から、設計、試作、報告書作成、成果発表までの流れ

を説明できる。 
□ 組込マイコン応用事例を参考にしながら、チームで実

現すべき機能について議論し、製作課題を具体化す

る。 
 
□ 仕様書の意味・形式を理解し、自らが実現しようとする

機能・装置様式等を仕様書の形で表現する事ができる。 
 
  ＊仕様書を提出する 
 
 
□ 課題実現のための各部設計を行い、必要な資材・部品

をもれなくリストアップできる。 
□ 必要な実験や試作を行い、問題点を明らかにして、そ

の解決ができる。 
□ 毎週の実習内容について課題を持って臨み成果を記

録する事ができる。 
□ 3～4週分の実施内容、途中経過、問題点などを中間報

告書としてまとめる事ができる。 
 
 ＊中間報告書(1)～(3)を提出する 
 

＞＞＞ 次頁へつづく ＞＞＞ 

  

前期の創造実習Ⅰの実習

内容を良く理解しておく。 

 

 

 

 

 

入手、利用可能なセンサ

ーやアクチュエーター（モ

ーター）を事前に調査して

おく。 

 

 

 

設計、試作、プログラム作

成に必要な資料を検討し、

図書館、Web サイト等から

入手しておく。 

創造実習Ⅰの実習教本、

Ｃ言語の教科書で必要な

部分を学習する。 

 

 

 



 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．成果発表 
   成果発表準備 
   成果発表会 
 
５．製作全体を通しての反省 

 
 
 
 
 
 
 
 
4 
 
 
 
4 

＞＞＞ 前頁からのつづき ＞＞＞ 
 
□ 最終的な創作物の、仕様、原理、性能（実験）、評価

（考察）について報告書の形でまとめる事が出来る。 
 
 ＊最終報告書を提出する 
 
 
□ 製作結果についてまとめ上げ、プレゼンテーション

する事ができる。 
 
 
□ 達成度についての自己評価・教員からの評価を踏ま

えて、実習を通しての問題点・課題等を各製作班ごと

に議論し、まとめることができる。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
パワーポイント用資料の作成

法等について学習しておく 

〔教科書〕 なし 

〔参考書・補助教材〕 前期の創造実習Ⅰで配布した実習教本は必携の参考資料である。また情報処理で使用したＣ言語の教科書

も必要である。その他、以下に参考書を上げるが、Web上の電子デバイス規格表や回路例なども参考にすること。 

  島田義人編「H8/Tinyマイコン 完璧マニュアル」（CQ出版） 
  トランジスタ技術（CQ出版）バックナンバーの関連記事 
 ＊オペアンプ回路例 
  富田 豊著「すぐに使える オペアンプ回路図100」（丸善） 

 ＊基本的なことの勉強のために 
  黒田 徹著「はじめてのトランジスタ回路設計」（CQ出版） 
  岡村迪夫著「定本 ＯＰアンプ回路の設計」（CQ出版） 
〔成績評価の基準〕目標に掲げられた１から５の能力の習得状況を、中間報告書・最終報告書（レポート）ならびに成果報告（プ

レゼンテーション）により評価する。（各項目の評価ポイントならびに評価割合については、報告書作成要領に記載する） 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 2-a , 3-d 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-3 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(d)(2) ，基準1(2) (d)(3) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (4)② 

Memo  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

到 達 目 標 

1. 文献や資料を検索し、必要な情報を抽出できる。 
2. 数学、自然科学、情報技術、電気・電子工学の専門知識を用いて収集した情報を分析し、問題解決に応用

できる。 
3. 自主的に計画立案し、継続的に学習できる。 
4. 成果をまとめ上げ、プレゼンテーションできる。 
5. チーム内において自己の果たすべき役割や周囲への働きかけを的確に判断し実行できる。 

 
理想的な到達レベル 標準的な到達レベル 要学習レベル 

１ 

提示された文献・資料のみならず、

自主的に文献やWebから検索して

必要な情報を抽出できる。 

提示された文献・資料・Webサイト

から必要な情報を抽出でき、さらに

自主的に必要な情報を検索すること

ができる。 

専門的基礎知識が不足しているた

め、提示された文献や、Web 上の

情報源から必要な情報を抽出でき

ない。 

２ 

問題をモデルとして分析すること

ができ、解決方法も情報・電気電

子工学の専門知識を駆使したもの

になっている。 

解決すべき問題の分析ができ、実行

可能な解決方法を提案できる。 
解決すべき問題の分析ができな

い。もしくは、専門知識が不足し

ているため、実行可能な解決方法

を提案できない。 

３ 

課題達成のため、試作・検討、改

良の期間まで考慮した長期計画を

立案することができ、その遂行の

ため必要な学習内容を把握し、自

主的・継続的に学習できる。 

課題達成のための長期計画立案に積

極的に参加し、その遂行のため自主

的に学習できる。 

自主性が乏しく、チーム内で指示

待ちになっている。長期の計画立

案ができない。 

４ 

自主的に成果をまとめることがで

き、他者に伝えることを考慮した

プレゼンテーションを実施するこ

とができる。さらに質疑応答にお

いて的確な回答を行うことができ

る。 

自主的に成果をまとめることがで

き、他者に伝えることを考慮したプ

レゼンテーションができる。 

指示・指導されても成果を他者に

伝える形でまとめることができな

い。 

５ 

課題全体で必要な役割を把握する

ことができ、自己の役割を明確に

するとともに、他者にも指導的に

働きかけ、課題解決に取組むこと

ができる。 

課題全体で必要な役割を把握するこ

とができ、自己の役割を明確にして、

他者と協力して課題解決に取組むこ

とができる。 

課題全体で必要な役割をとらえる

ことが出来ず、自己中心的な判断

しかできない。 

 

到達基準 
到達目標 
（番号） 



 

平成28年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 夏季休業中・ B群 
対象学科・専攻 電気電子工学科 

工 場 実 習 
（Internship） 

担当教員 枦 健一（Haji, Kenichi） 
教員室 電気電子工学科棟２階（TEL：42-9078） 
E-Mail haji ※最後に@kagoshima-ct.ac.jpを付けて下さい． 

教育形態／単位の種別／単位数 実習 ／ 履修単位 ／ １単位 
週あたりの学習時間と回数 実習の総従事時間：1,500分 
〔本科目の目標〕4 日間もしくはそれ以上の期間，企業での業務を通して仕事を体験し，企業において必要なコミュニケーション

能力や企業の社会的責任を説明できる能力を養うことを目標とする．  
〔本科目の位置付け〕これまで，座学によって学んだ知識あるいは工学実験で学んだ内容が，実際の企業でどのように応用されて

いるかを習得する．また，実社会における技術者としての心構えを身につける． 
〔学習上の留意点〕企業では，参加学生のために時間と労力を割いているので，そのことを念頭に，礼儀に失することなく社会人

としてのマナーを考えながら行動すること．また，実習中は積極的に質問することに努める． 
〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時間数 授業項目に対する達成目標 達成 予習の内容 
 
原則として， 
受入企業に 4 日間以上出

向き，企業から提供される

実習テーマに基づいて実

習を行なう． 
 

 
 

1,500
分 
 

 
 
□ （1） 技術者としての社会的責任を自覚し，職業意識
の向上を図ることができる． 

 
 
 
□ （2） 与えられた実習テーマに対し，これまでに学ん

だ専門知識や現場での学習をもとに課題を解決

し，まとめる能力を養うことができる． 
 
□ （3） 技術者が直面する産業社会での問題点や課題

を把握することができる． 

  
 
インターンシップ実施

要項，受入企業の各種パ

ンフレット・資料等を熟

読しておく． 
 
受入企業からの資料を

熟読しておく． 
 
 
インターンシップ実施

要項，受入企業の各種パ

ンフレット・資料等を熟

読しておく．  

〔教科書〕なし 
〔参考書・補助教材〕インターンシップ実施要項，受入企業の各種パンフレット，カタログ，資料等 
〔成績評価の基準〕 

当該企業の指導責任者による評価や実習報告書 および インターンシップ実施説明会の受講態度等をもとに合否で評価 
〔本科（準学士課程）の学習・教育到達目標との関連〕 3-d , 4-a 
〔教育プログラムの学習・教育到達目標との関連〕 3-3 , 4-2 
〔JABEEとの関連〕 基準1(2)(d)(4) 
〔教育プログラムの科目分類〕 (4)② 

Memo  
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